
PIフォーラム開催・PIレポート発行予定（2018年度）

日程 カテゴリ タイトル コンテンツ 場所 PIレポート

7月
社会のあり方改革

［観光・地方創生］
第2回

「ツーリズムと地方創生」

PIフォーラム JOB HUB SQUARE1階
TRAVEL HUB MIX 第2号発行

（10月予定）
7月〜9月 フォローアップ JOB HUB SQUARE

10月
社会のあり方改革

［規制緩和・ベンチャー］

第3回
「新たなビジネスを生み出す国・
企業の環境作り」（仮）

PIフォーラム JOB HUB SQUARE1階
TRAVEL HUB MIX 第3号発行

（1月予定）
10月〜12月 フォローアップ JOB HUB SQUARE

1月 社会のあり方改革
［世界経済・日本経済］

第4回
「2019年 日本経済の展望と課題」 PIフォーラム JOB HUB SQUARE1階

TRAVEL HUB MIX
第4号発行

（2月予定）

※内容は変更となる場合がございます。
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パソナ総合研究所 設立ご挨拶

第1回フォーラム

働き方改革Beyond

PI REPORT
P A S O N A  I N S T I T U T E

［パソナ総合研究所］ 社 会のあり方 改 革に向け専 門 家の英 知を結 集

ワークショップ開催レポート

株式会社パソナグループ
〒100-8228  東京都千代田区大手町2-6-2  JOB HUB SQUARE
URL  www.pasonagroup.co.jp/pi/　Mail  pi@pasonagroup.co.jp
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P a s o n a  I n s t i t u t e



E s t a b l i s h m e n t  M e m o r i a l

創造的に考える

Creative
Thinking

有効に
コミュニケートする

Effective
Communication

「社会の問題点を解決する」とい
う理念を達成するために、幅広い
分野の専門家の英知を集結。以
下の3つの理念の下に研究・提
言・知的交流・情報発信などを行
います。

ビジョン

英知が結集した、
積極発信型
プラットフォーム

コンセプト

パソナ総合研究所は、シンクタン
クではなく“Do Tank”です。
考えるだけでなく動き、独立型の
研究所として、自らの問題意識を
元に、社会のあり方の改革に向け
た“発信”を行います。個別の問題 
から社会システムまであらゆる 
規模のトピックスを扱い「社会の
問題点を解決する」提言をして参
ります。

特　徴

パソナ総合研究所とは
About the Pasona Institute

03 ［第1回フォーラム］

これからの
働き方改革

02 パソナ総合研究所
設立ご挨拶

07 ［政策提言］働き方改革 Beyond

諸規制の‘曖昧さ’を排除して
全ての働く者への
共通プラットフォームを構築

10 ワークショップ
開催レポート
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パソナ総合研究所 設立ご挨拶

分析的に考える

Critical
Thinking

私たちは、変化が速く予測困難な時代に生
きています。従来の政治経済秩序が揺らい
でいます。
一方で、新たな産業が次 と々生まれ、私た
ちの社会生活を変えようとしています。 厳し
い時代ですが、チャンスの時代でもあります。
これからの社会の針路はどうなるのか、どう
あるべきか。そして、私たちはどう生きてい
けばよいのか。この難しい課題に向き合っ
ていかなければなりません。
パソナ総合研究所のミッションは、社会をよ
り良くする積極的な発信を行なうことです。

パソナグループが掲げる「社会の問題点を解
決する」という企業理念に沿って、働き方改
革・人材育成分野をはじめ、パソナグルー
プが取り組む、ベンチャー・規制改革、地
方創生・インバウンド、世界経済・国際問
題等の幅広いグローカルな課題について、
幅広い分野の専門家の英知を結集し議論
し、そこから生まれる提言を積極的に発信し
ていきます。
皆さんと一緒に、激動の時代を生き抜くイノ
ベイティブな場を創って参りたいと思います。

竹 中 平 蔵
パソナ総合研究所 所長
(株式会社パソナグループ 取締役会長)

パソナグループは創業以来、「社会の問題点
を解決する」という不変の企業理念のもと、
誰もが自由に好きな仕事を選択でき、それ
ぞれのライフスタイルにあわせた働き方のでき
る社会の実現を目指して、様々な挑戦をして
きました。
1976 年、子育てを終えた女性の再就職を
応援したいという想いからインディペンデン
ト・ワークシステム( 人材派遣) をスタート。
その後も中高年や若者、障害のある方など、
多様な人材がそれぞれの才能・能力を活
かして柔軟に働くことができる社会インフラを
構築してきました。
さらに、日本初の「企業内保育所」の運営、
内外価格差の是正を目指した「流通機構改
革」の提案、大企業と中小企業の格差にメ
スを入れた「福利厚生のアウトソーシング」、
自由な転職を促進する年金制度「401k」な

ど、今では当たり前となっている様々な制度・
仕組み創りに社会に先駆けて取り組んできま
した。

「パソナ総合研究所」は、シンクタンク(Think 
Tank) ではなく、自ら行動するドゥタンク(Do 
Tank) です。私たちの企業理念にもとづき、
社内外の英知を結集して活発に議論し、真
に豊かな新しい社会のあり方、世界や日本
の未来の姿を社会に提言してまいります。
そして、そのアイデアを机上のプランで終わ
らせるのではなく、信念にもとづき実際に行
動することで、新たな仲間や情報が集まり、
アイデアに生命が吹き込まれる。「パソナ総
合研究所」は、そのようなドゥタンク集団とし
て、「社会の問題点を解決する」という企業
理念のもと、社会に貢献してまいります。
皆様のご支援、ご協力を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

南 部 靖 之
株式会社パソナグループ
代表取締役グループ代表

■ 設立記念フォーラム概要
日　時／2018年4月13日（金）17：45～20：45
会　場／TRAVEL HUB MIX
　　　　東京都千代田区大手町2-6-2 JOB HUB SQUARE 1階
参加者／100名
内　容／［フォーラム］
　　   　パネルディスカッション「これからの働き方改革」
　　　　《パネラー》 衆議院議員 前厚生労働大臣 塩崎恭久氏
　　　　　　　　　   コロンビア大学名誉教授 ジェラルド・カーティス氏
　　　　《モデレータ》 パソナ総合研究所 所長  竹中平蔵
　　　　［レセプションパーティ］
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同
一
労
働
同
一
賃
金
と 

働
き
方
改
革

竹
中
　ま
ず
塩
崎
さ
ん
、「
働
き
方
改
革
」の

コ
ア
の
部
分
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

塩
崎
　私
は
昨
年
８
月
ま
で
３
年
間
、
厚
生

労
働
大
臣
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
働
き

方
改
革
と
い
う
き
わ
め
て
大
事
な
問
題
を
政

府
と
し
て
初
め
て
ト
ー
タ
ル
な
形
で
議
論
し
ま

し
た
。
基
本
的
に
は
私
の
時
代
に
ほ
ぼ
す
べ

て
準
備
が
で
き
て
い
て
、
昨
年
３
月
に
働
き

方
改
革
実
現
会
議
で「
働
き
方
改
革
実
行
計

画
」が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
則
っ
て
法
案
が
作

ら
れ
ま
し
た
。

　そ
も
そ
も
日
本
経
済
が
20
年
間
も
デ
フ
レ

に
悩
ま
さ
れ
、
経
済
成
長
し
な
い
大
き
な
要

因
の
一つ
は
労
働
生
産
性
の
低
下
に
あ
り
ま

す
。
厳
密
に
言
う
と
、
１
時
間
当
た
り
の
生

産
性
が
き
わ
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
問

題
で
す
。
安
倍
内
閣
は
、「
金
融
政
策
、
財

政
政
策
、
成
長
戦
略
・
構
造
改
革
」
と
い
う

３
本
の
矢
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　次
の「
新
３
本
の
矢
」
と
し
て
、
１
本
目
の

矢
に
最
初
の
３
本
の
矢
を
全
部
入
れ
、
経
済

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」に
由
来
す
る

い
ろ
い
ろ
な
問
題
や
解
決
策
が

日
本
の
働
き
方
を
変
え
る
だ
ろ
う

◉
塩
崎
恭
久
氏
―
衆
議
院
議
員
・
前
厚
生
労
働
大
臣

外
の
人
間
か
ら
日
本
を
見
る
と
、

日
本
は
ト
レン
ド
と
し
て
は

良
い
方
向
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る

◉
ジェ
ラ
ル
ド・カ
ー
ティ
ス
氏
―
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学 

名
誉
教
授

日
本
は
新
し
い
時
代
認
識
に
立
っ
て
、

新
し
い
制
度
を
模
索
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
時
期
に
来
て
い
る

◉
竹
中
平
蔵
―
パ
ソ
ナ
総
合
研
究
所 

所
長

［
第
1
回
フォー
ラム
］
塩
崎
恭
久
氏
×
ジェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス
氏
×
竹
中
平
蔵

こ
れ
か
ら
の
働
き
方
改
革

再
生
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い

こ
と
を
示
し
、
残
り
の
矢
に
少
子
化
対
策
と

高
齢
化
対
策
を
入
れ
、
経
済
再
生
を
す
る
た

め
の
重
要
な
政
策
と
し
て「
働
き
方
改
革
」が

出
て
き
た
の
で
す
。

　日
本
に
は
、「
36（
さ
ぶ
ろ
く
）協
定
」＊（
＊

「
時
間
外
・
休
日
労
働
に
関
す
る
協
定
届
」）

が
あ
り
、
労
働
時
間
の
天
井
を
設
け
て
い
る

こ
と
に
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
臣
告

示
で
法
律
の
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
36
協
定
を
結
ん
だ
と
し
て
も
青
天
井
で

働
く
こ
と
が
で
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
悲
劇
が
も

た
ら
さ
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　私
は「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」に
由
来
す
る
い

ろ
い
ろ
な
問
題
や
解
決
策
が
日
本
の
働
き
方

を
変
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」と
い
う
の
は
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
男
女
の
格
差
の
問
題
で
し
た
。
一
方
、
日
本

で
は
、
男
女
に
加
え
、
正
規
・
非
正
規
の
間

に
も
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、「
同
一
労
働

は
同
一
賃
金
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う

発
想
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　「同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を
突
き
詰
め
て
み
る

と
、
外
国
人
が
日
本
で
働
く
場
合
に
も
、
女

性
が
働
く
場
合
に
も
、
高
齢
者
が
働
く
場
合

に
も
、
障
害
者
が
働
く
場
合
で
も
、
自
分
の

能
力
を
活
か
し
て
働
き
、
そ
し
て
正
し
く
評

価
を
し
て
く
れ
る
、
つ
ま
り
、
公
正
な
評
価

に
見
合
っ
た
給
与
を
払
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
う
い
う
国
に
日
本
を
変
え
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
長
時
間
労
働
は
極
め
て
重
要
な

問
題
で
あ
り
、
長
時
間
働
く
の
で
は
な
く
、

家
族
を
大
事
に
し
た
り
、
人
間
と
し
て
の
価

値
を
満
喫
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と

は
大
事
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
同
一
労
働
」

と
い
う
と
き
の「
同
一
」
と
は
何
な
の
か
と
い
う

こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
国
に
変
わ
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

竹
中
　約

70
年
ぶ
り
の
労
働
基
準
法
改
正
が

今
国
会
で
ど
の
程
度
議
論
で
き
る
の
か
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
カ
ー
テ
ィ
ス
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
み
て
い
ま
す
か
。

カ
ー
ティ
ス
　自
己
紹
介
も
兼
ね
て
、
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
学
者
と
し
て

コ
メ
ン
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　確
か
1
9
6
5
年
だ
と
思
い
ま
す
が
、
当

時
学
ん
で
い
た
大
学
の
社
会
学
の
講
義
で
、

担
当
教
授
が
友
達
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
連
れ
て
き
ま
し
た
。
ジェ
ー
ム
ズ
・
ア
ベ
グ
レ

ン
で
す
。
彼
は
そ
の
翌
年
に
ボ
ス
ト
ン
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
創
立
し
、
東
京

オ
フィ
ス
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
人
で
す
。

　ア
ベ
グ
レ
ン
は
、
1
9
5
8
年
に
出
版
し
た

『The Japanese Factory

』（
邦
訳『
日
本

の
経
営
』）で
、
日
本
の
雇
用
制
度
で
あ
る
終

身
雇
用
・
年
功
序
列
・
企
業
内
組
合
、
大

卒
者
に
専
門
知
識
を
求
め
ず
会
社
に
入
っ
て

か
ら
の
オ
ン
ザ
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
そ
し
て
、

政
府
と
民
間
と
の
日
本
株
式
会
社
的
な
関
係

な
ど
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ベ
グ
レ

ン
の
話
を
聞
い
て
、
私
は
日
本
に
興
味
を
持

ち
、
そ
の
翌
年
に
日
本
に
来
て
日
本
語
を
学

び
、
そ
の
後
日
本
で
博
士
論
文
を
書
い
た
の

で
す
が
、
日
本
は
高
度
成
長
の
時
代
で
あ
り
、

日
本
の
雇
用
制
度
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　当
時
、
私
が
住
ん
で
い
た
西
荻
窪
の
下
宿

は
四
畳
半
で
風
呂
は
な
く
、
毎
晩
銭
湯
へ
行

き
、
大
衆
食
堂
で
食
事
す
る
と
い
う
生
活
で

し
た
。
裕
福
で
は
な
い
日
本
を
、
み
ん
な
で 

一
緒
に
な
っ
て
強
く
し
よ
う
、
終
身
雇
用
で
ず
っ

と
同
じ
会
社
に
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で一
所

懸
命
働
こ
う
と
、
多
く
の
日
本
人
が
考
え
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　60
年
代
の
日
本
は
、
若
者
が
多
く
人
口
が

増
え
て
い
た
時
代
で
し
た
。
し
か
し
、
今
は
逆

で
、
高
齢
者
が
多
く
な
り
、
若
者
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
時
代
で
す
。
よ
く
言
え
ば
日
本
は

安
定
し
た
低
成
長
時
代
に
入
っ
て
い
て
、
人
間

の
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

以
前
は
優
秀
な
学
生
は
官
僚
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
優
秀
な
若
者
は
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・

サ
ッ
ク
ス
な
ど
の
国
際
的
な
金
融
機
関
に
入
っ

た
り
、
最
近
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
を
勉
強
し
て
ベン
チ
ャ
ー
を
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、

時
代
が
大
き
く
変
わ
っ
た
た
め
に
、
日
本
で

働
き
方
改
革
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　と
こ
ろ
で
、
森
友
学
園
や
加
計
学
園
の
問

題
の
た
め
、
今
働
き
方
改
革
法
案
の
国
会
審

議
は
も
め
て
い
ま
す
が
、
今
国
会
で
な
く
と

も
い
ず
れ
通
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本

に
と
っ
て
良
い
こ
と
で
す
が
、
法
案
が
通
っ
て

日
本
の
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
わ
る
と
い
う
よ

り
、
む
し
ろ
労
働
市
場
が
求
め
て
い
る
の
だ

か
ら
変
化
は
必
ず
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
手
不
足
で
優
秀
な
人
材
を
引
き
留
め
る
た

め
に
、
企
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
策
を
取
ら

ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
す
で
に
そ
れ
が
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
の
背
景

竹
中

　カ
ー
テ
ィ
ス
さ
ん
が
日
本
に
関
心
を

持
っ
た
き
っ
か
け
が
ア
ベ
グ
レ
ン
の
講
義
だ
っ
た

と
い
う
話
は
、
今
日
初
め
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

実
は
、
私
が
日
本
の
政
治
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
カ
ー
テ
ィ
ス
さ
ん
の『
代
議
士
の
誕
生
』と
い

う
名
著
を
拝
読
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　と
こ
ろ
で
、
最
後
の『
経
済
白
書
』が
出
た

時
の
経
済
企
画
庁
長
官
だ
っ
た
堺
屋
太
一
さ

ん
は
、『
白
書
』の
中
で
、
20
世
紀
に
日
本
経

済
が
他
国
に
比
べ
て
驚
異
的
な
発
展
を
し
た

理
由
は
究
極
的
に
は
２
つ
あ
る
と
書
い
て
い
ま

す
。
１
つ
は
人
材
の
力
。
日
本
は
自
然
資
源

が
な
い
中
で
、
人
間
と
い
う
資
源
を
大
切
に
し

て
き
た
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
教
育
で
す
。

　２
つ
め
は
、
日
本
は
そ
の
時
々
で
柔
軟
に

社
会
の
制
度
を
変
え
て
き
た
こ
と
で
す
。
経

営
学
者
の
間
で
も
議
論
は
分
か
れ
ま
す
が
、

終
身
雇
用
と
年
功
序
列
は
戦
後
の
制
度
で

あ
り
、
特
に
株
式
の
相
互
持
ち
合
い
等
は

1
9
7
0
年
代
以
降
の
制
度
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
私
た
ち
は
新
し
い
時
代

認
識
に
立
っ
て
、
新
し
い
制
度
を
模
索
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

The Forum

0304 Pasona Institute Report Vol.1 Pasona Institute Report 2018



同
一
労
働
同
一
賃
金
と 

働
き
方
改
革

竹
中

　ま
ず
塩
崎
さ
ん
、「
働
き
方
改
革
」の

コ
ア
の
部
分
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

塩
崎

　私
は
昨
年
８
月
ま
で
３
年
間
、
厚
生

労
働
大
臣
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
働
き

方
改
革
と
い
う
き
わ
め
て
大
事
な
問
題
を
政

府
と
し
て
初
め
て
ト
ー
タ
ル
な
形
で
議
論
し
ま

し
た
。
基
本
的
に
は
私
の
時
代
に
ほ
ぼ
す
べ

て
準
備
が
で
き
て
い
て
、
昨
年
３
月
に
働
き

方
改
革
実
現
会
議
で「
働
き
方
改
革
実
行
計

画
」が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
則
っ
て
法
案
が
作

ら
れ
ま
し
た
。

　そ
も
そ
も
日
本
経
済
が
20
年
間
も
デ
フ
レ

に
悩
ま
さ
れ
、
経
済
成
長
し
な
い
大
き
な
要

因
の
一つ
は
労
働
生
産
性
の
低
下
に
あ
り
ま

す
。
厳
密
に
言
う
と
、
１
時
間
当
た
り
の
生

産
性
が
き
わ
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
問

題
で
す
。
安
倍
内
閣
は
、「
金
融
政
策
、
財

政
政
策
、
成
長
戦
略
・
構
造
改
革
」
と
い
う

３
本
の
矢
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　次
の「
新
３
本
の
矢
」
と
し
て
、
１
本
目
の

矢
に
最
初
の
３
本
の
矢
を
全
部
入
れ
、
経
済

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」に
由
来
す
る

い
ろ
い
ろ
な
問
題
や
解
決
策
が

日
本
の
働
き
方
を
変
え
る
だ
ろ
う

◉
塩
崎
恭
久
氏
―
衆
議
院
議
員
・
前
厚
生
労
働
大
臣

外
の
人
間
か
ら
日
本
を
見
る
と
、

日
本
は
ト
レン
ド
と
し
て
は

良
い
方
向
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る

◉
ジェ
ラ
ル
ド・カ
ー
ティ
ス
氏
―
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学 

名
誉
教
授

日
本
は
新
し
い
時
代
認
識
に
立
っ
て
、

新
し
い
制
度
を
模
索
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
時
期
に
来
て
い
る

◉
竹
中
平
蔵
―
パ
ソ
ナ
総
合
研
究
所 

所
長

［
第
1
回
フォー
ラム
］
塩
崎
恭
久
氏
×
ジェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス
氏
×
竹
中
平
蔵

こ
れ
か
ら
の
働
き
方
改
革

再
生
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い

こ
と
を
示
し
、
残
り
の
矢
に
少
子
化
対
策
と

高
齢
化
対
策
を
入
れ
、
経
済
再
生
を
す
る
た

め
の
重
要
な
政
策
と
し
て「
働
き
方
改
革
」が

出
て
き
た
の
で
す
。

　日
本
に
は
、「
36（
さ
ぶ
ろ
く
）協
定
」＊（
＊

「
時
間
外
・
休
日
労
働
に
関
す
る
協
定
届
」）

が
あ
り
、
労
働
時
間
の
天
井
を
設
け
て
い
る

こ
と
に
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
臣
告

示
で
法
律
の
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
36
協
定
を
結
ん
だ
と
し
て
も
青
天
井
で

働
く
こ
と
が
で
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
悲
劇
が
も

た
ら
さ
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　私
は「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」に
由
来
す
る
い

ろ
い
ろ
な
問
題
や
解
決
策
が
日
本
の
働
き
方

を
変
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」と
い
う
の
は
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
男
女
の
格
差
の
問
題
で
し
た
。
一
方
、
日
本

で
は
、
男
女
に
加
え
、
正
規
・
非
正
規
の
間

に
も
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、「
同
一
労
働

は
同
一
賃
金
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う

発
想
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　「同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を
突
き
詰
め
て
み
る

と
、
外
国
人
が
日
本
で
働
く
場
合
に
も
、
女

性
が
働
く
場
合
に
も
、
高
齢
者
が
働
く
場
合

に
も
、
障
害
者
が
働
く
場
合
で
も
、
自
分
の

能
力
を
活
か
し
て
働
き
、
そ
し
て
正
し
く
評

価
を
し
て
く
れ
る
、
つ
ま
り
、
公
正
な
評
価

に
見
合
っ
た
給
与
を
払
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
う
い
う
国
に
日
本
を
変
え
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
長
時
間
労
働
は
極
め
て
重
要
な

問
題
で
あ
り
、
長
時
間
働
く
の
で
は
な
く
、

家
族
を
大
事
に
し
た
り
、
人
間
と
し
て
の
価

値
を
満
喫
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と

は
大
事
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
同
一
労
働
」

と
い
う
と
き
の「
同
一
」
と
は
何
な
の
か
と
い
う

こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
国
に
変
わ
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

竹
中
　約

70
年
ぶ
り
の
労
働
基
準
法
改
正
が

今
国
会
で
ど
の
程
度
議
論
で
き
る
の
か
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
カ
ー
テ
ィ
ス
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
み
て
い
ま
す
か
。

カ
ー
ティ
ス
　自
己
紹
介
も
兼
ね
て
、
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
学
者
と
し
て

コ
メ
ン
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　確
か
1
9
6
5
年
だ
と
思
い
ま
す
が
、
当

時
学
ん
で
い
た
大
学
の
社
会
学
の
講
義
で
、

担
当
教
授
が
友
達
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
連
れ
て
き
ま
し
た
。
ジェ
ー
ム
ズ
・
ア
ベ
グ
レ

ン
で
す
。
彼
は
そ
の
翌
年
に
ボ
ス
ト
ン
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
創
立
し
、
東
京

オ
フィ
ス
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
人
で
す
。

　ア
ベ
グ
レ
ン
は
、
1
9
5
8
年
に
出
版
し
た

『The Japanese Factory

』（
邦
訳『
日
本

の
経
営
』）で
、
日
本
の
雇
用
制
度
で
あ
る
終

身
雇
用
・
年
功
序
列
・
企
業
内
組
合
、
大

卒
者
に
専
門
知
識
を
求
め
ず
会
社
に
入
っ
て

か
ら
の
オ
ン
ザ
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
そ
し
て
、

政
府
と
民
間
と
の
日
本
株
式
会
社
的
な
関
係

な
ど
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ベ
グ
レ

ン
の
話
を
聞
い
て
、
私
は
日
本
に
興
味
を
持

ち
、
そ
の
翌
年
に
日
本
に
来
て
日
本
語
を
学

び
、
そ
の
後
日
本
で
博
士
論
文
を
書
い
た
の

で
す
が
、
日
本
は
高
度
成
長
の
時
代
で
あ
り
、

日
本
の
雇
用
制
度
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　当
時
、
私
が
住
ん
で
い
た
西
荻
窪
の
下
宿

は
四
畳
半
で
風
呂
は
な
く
、
毎
晩
銭
湯
へ
行

き
、
大
衆
食
堂
で
食
事
す
る
と
い
う
生
活
で

し
た
。
裕
福
で
は
な
い
日
本
を
、
み
ん
な
で 

一
緒
に
な
っ
て
強
く
し
よ
う
、
終
身
雇
用
で
ず
っ

と
同
じ
会
社
に
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で一
所

懸
命
働
こ
う
と
、
多
く
の
日
本
人
が
考
え
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　60
年
代
の
日
本
は
、
若
者
が
多
く
人
口
が

増
え
て
い
た
時
代
で
し
た
。
し
か
し
、
今
は
逆

で
、
高
齢
者
が
多
く
な
り
、
若
者
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
時
代
で
す
。
よ
く
言
え
ば
日
本
は

安
定
し
た
低
成
長
時
代
に
入
っ
て
い
て
、
人
間

の
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

以
前
は
優
秀
な
学
生
は
官
僚
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
優
秀
な
若
者
は
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・

サ
ッ
ク
ス
な
ど
の
国
際
的
な
金
融
機
関
に
入
っ

た
り
、
最
近
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
を
勉
強
し
て
ベン
チ
ャ
ー
を
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、

時
代
が
大
き
く
変
わ
っ
た
た
め
に
、
日
本
で

働
き
方
改
革
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　と
こ
ろ
で
、
森
友
学
園
や
加
計
学
園
の
問

題
の
た
め
、
今
働
き
方
改
革
法
案
の
国
会
審

議
は
も
め
て
い
ま
す
が
、
今
国
会
で
な
く
と

も
い
ず
れ
通
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本

に
と
っ
て
良
い
こ
と
で
す
が
、
法
案
が
通
っ
て

日
本
の
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
わ
る
と
い
う
よ

り
、
む
し
ろ
労
働
市
場
が
求
め
て
い
る
の
だ

か
ら
変
化
は
必
ず
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
手
不
足
で
優
秀
な
人
材
を
引
き
留
め
る
た

め
に
、
企
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
策
を
取
ら

ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
す
で
に
そ
れ
が
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
の
背
景

竹
中
　カ
ー
テ
ィ
ス
さ
ん
が
日
本
に
関
心
を

持
っ
た
き
っ
か
け
が
ア
ベ
グ
レ
ン
の
講
義
だ
っ
た

と
い
う
話
は
、
今
日
初
め
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

実
は
、
私
が
日
本
の
政
治
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
カ
ー
テ
ィ
ス
さ
ん
の『
代
議
士
の
誕
生
』と
い

う
名
著
を
拝
読
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　と
こ
ろ
で
、
最
後
の『
経
済
白
書
』が
出
た

時
の
経
済
企
画
庁
長
官
だ
っ
た
堺
屋
太
一
さ

ん
は
、『
白
書
』の
中
で
、
20
世
紀
に
日
本
経

済
が
他
国
に
比
べ
て
驚
異
的
な
発
展
を
し
た

理
由
は
究
極
的
に
は
２
つ
あ
る
と
書
い
て
い
ま

す
。
１
つ
は
人
材
の
力
。
日
本
は
自
然
資
源

が
な
い
中
で
、
人
間
と
い
う
資
源
を
大
切
に
し

て
き
た
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
教
育
で
す
。

　２
つ
め
は
、
日
本
は
そ
の
時
々
で
柔
軟
に

社
会
の
制
度
を
変
え
て
き
た
こ
と
で
す
。
経

営
学
者
の
間
で
も
議
論
は
分
か
れ
ま
す
が
、

終
身
雇
用
と
年
功
序
列
は
戦
後
の
制
度
で

あ
り
、
特
に
株
式
の
相
互
持
ち
合
い
等
は

1
9
7
0
年
代
以
降
の
制
度
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
私
た
ち
は
新
し
い
時
代

認
識
に
立
っ
て
、
新
し
い
制
度
を
模
索
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
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　塩
崎
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
働
き

方
改
革
が
話
題
に
な
っ
た
１
つ
の
背
景
は
、

安
倍
内
閣
で
成
長
戦
略
を
議
論
し
始
め
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
日
本
経
済
の
成
長
率

は
低
い
の
か
と
い
え
ば
、
日
本
の
企
業
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
比
率
は
ア
メ
リ
カ
の
半
分
で
あ

り
、
日
本
の
企
業
閉
鎖
比
率
も
ア
メ
リ
カ
の

半
分
、
つ
ま
り
日
本
は
新
陳
代
謝
が
低
い
か

ら
で
す
。
そ
の
要
因
は
た
ぶ
ん
２
つ
あ
っ
て
、

１
つ
は
経
営
者
を
適
切
に
変
え
て
い
く
た
め

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
弱
い
こ
と
と
、

も
う
１
つ
は
労
働
市
場
が
硬
直
的
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
働
き

方
改
革
の
議
論
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
問
題

と
か
、
長
時
間
労
働
の
弊
害
、
正
規
・
非
正

規
の
格
差
な
ど
の
問
題
が
絡
ま
っ
て
、
今
の
よ

う
な
議
論
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

カ
ー
テ
ィ
ス

　塩
崎
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い

こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
働
き
方

改
革
の
法
案
に
は
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て

の
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
で
す
。
日
本
は
高

齢
・
少
子
の
時
代
に

入
り
、
2
0
6
0
年

に
は
日
本
の
人
口
は

9
0
0
0
万
人
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
る
な
か

で
、
日
本
は
外
国
人
労

働
者
を
入
れ
ざ
る
を
得

な
い
と
思
い
ま
す
。
日

本
の
労
働
市
場
は
外
国

人
を
必
要
と
し
て
い
る

か
ら
入
っ
て
き
て
い
る
の

に
、
き
ち
ん
と
し
た
制

度
に
な
っ
て
い
な
い
。
き

ち
ん
と
し
た
ゲ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
制
度
を
作
れ

ば
、
日
本
は
他
の
国
よ
り
も
外
国
人
を
う
ま

く
活
用
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

塩
崎
　正
直
な
と
こ
ろ
、
去
年
の
骨
太
方
針

を
決
め
る
と
き
に
私
は
、
も
う
少
し
踏
み
込

ん
だ
こ
と
を
外
国
人
の
労
働
者
に
つ
い
て
は

書
く
べ
き
だ
と
発
言
し
ま
し
た
が
、
採
用
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　今
回
の
働
き
方
改
革
で
も
外
国
人
の
こ
と

に
つ
い
て
、
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
こ
と
は
書

い
て
い
ま
せ
ん
。
技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て
、

有
能
な
人
に
つ
い
て
は
技
能
実
習
期
間
を
５

年
、
更
に
5
年
間
延
長
と
の
記
事
が
出
て
い

ま
す
が
、
問
題
は
、
後
半
の
５
年
以
降
も
家

族
を
連
れ
て
こ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で

す
。
し
た
が
っ
て
移
民
で
は
な
い
と
い
う
整
理

で
す
が
、
そ
れ
は
人
道
的
に
考
え
て
も
お
か
し

い
。カ
ー
テ
ィ
ス
先
生
が
お
っ
し
ゃっ
た
よ
う
に
、

外
国
人
労
働
者
を
正
々
堂
々
と
制
度
化
し
、

そ
し
て
、
高
度
な
人
材
を
も
っ
と
呼
ぶ
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
国
立
大
学
は
公
務

員
制
度
と
同
様
、
ま
っ
た
く
同
じ
ラ
ン
ク
で
同

じ
給
料
で
み
ん
な
上
が
っ
て
い
く
の
で
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
級
の
優
秀
な
日
本
人
学
者
や
研
究
者
は

待
遇
の
良
い
外
国
で
研
究
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
、
海
外
か
ら
高
度
人
材
を
呼
ぶ
な
ど

で
き
ま
せ
ん
。

　要
す
る
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
給
与
体
系
を

ど
う
変
え
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
た
ど
り
着

く
の
で
あ
っ
て
、
一
人
一
人
の
労
働
を
き
ち
ん

と
評
価
し
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
給
与
を
支
払

え
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
評

価
が
極
め
て
い
い
加
減
だ
っ
た
か
ら
、
何
と
な

く
会
社
で
定
年
ま
で
ず
る
ず
る
と
働
く
人
が

出
て
い
る
。
い
ま
、
公
務
員
と
地
方
公
務
員

の
定
年
を
65
歳
に
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、

公
務
員
の
定
年
延
長
は
民
間
の
労
働
慣
行
に

も
影
響
を
与
え
る
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た
能

力
評
価
も
し
な
い
う
ち
に
、
と
り
あ
え
ず
定

年
延
長
を
す
る
と
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
若
者

に
行
っ
て
、
若
い
人
の
働
く
意
欲
を
そ
い
で
し

ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

外
国
人
労
働
者
問
題
と 

移
民
法

竹
中

　と
こ
ろ
で
、
教
育
や
労
働
の
問
題
は

自
ら
が
当
事
者
で
あ
る
た
め
に
何
と
な
く
わ

か
っ
た
気
に
な
っ
て
い
て
、
自
ら
の
経
験
だ
け

で
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
か
な
い
判
断
を
す
る

と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
労
働

の
仕
組
み
は
き
わ
め
て
複
雑
で
、
例
え
ば
、

労
働
契
約
法
に
加
え
、
労
働
者
派
遣
法
の
関

係
で
無
期
雇
用
に
転
換
し
な
く
て
は
い
け
な

い
年
限
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
の
ほ
う
が
多
い
。

そ
し
て
、
残
念
な
こ
と
で
す
が
、一
部
の
メ
ディ

ア
が
情
緒
的
な
議
論
を
す
る
た
め
に
議
論
が

さ
ら
に
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

　そ
こ
で
議
論
を
整
理
す
る
と
、
私
は
働
き

方
改
革
を
含
む
労
働
問
題
に
つ
い
て
ブ
レ
イ
ク

ス
ル
ー
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課

題
が
２
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一つ
は
、
同
一
労

働
同
一
賃
金
で
、
こ
れ
は
ま
ず
公
務
員
が
や
れ

ば
い
い
。
塩
崎
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

公
務
員
の
雇
用
体
系
は
民
間
に
影
響
を
与
え

る
の
で
、
霞
が
関
を「
同
一
労
働
同
一
賃
金
特

区
」
に
す
る
よ
う
な
や
り
方
が
ト
リ
ガ
ー
の
一

つ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　も
う一つ
は
、
外
国
人
労
働
者
で
、
先
ほ
ど

か
ら
話
に
出
て
い
る
よ
う
に
技
能
実
習
制
度
に

つ
い
て
で
す
。
本
来
、技
能
実
習
は
O
D
A（
政

府
開
発
援
助
）
で
す
。
つ
ま
り
、
実
際
は
日

本
の
労
働
力
不
足
と
し
て
外
国
人
労
働
者
を

使
っ
て
い
る
の
に
技
能
実
習
と
い
う
形
を
と
る

と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
フィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
を
いつ
ま
で
も
続
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
カ
ー
テ
ィ
ス
さ
ん
が
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に
、
最
大
の
問
題
は
日
本
に
移
民
法

あ
る
い
は
外
国
人
労
働
法
と
い
う
法
律
が
な

い
こ
と
で
す
。
ド
イ
ツ
も
韓
国
も
移
民
法
を

作
っ
て
い
て
、
移
民
法
が
あ
る
か
ら
厳
し
い
基

準
で
取
り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
に

は
移
民
法
が
な
い
か
ら
不
法
移
民
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
く
と
い
う
状
況
下
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

塩
崎

　技
能
実
習
が
労
働
力
不
足
を
補
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
技
能
実
習
生
は
約
25
万
人
で
、
仮
に

２
倍
に
増
え
た
と
し
て
も
、
日
本
の
労
働
人

口
の
１
％
足
ら
ず
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
日

本
の
間
口
を
外
国
に
向
け
て
広
げ
て
い
く
べ
き

で
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
大
学
が
学
生
や

研
究
者
・
教
授
陣
を
外
国
に
向
け
て
オ
ー
プ

ン
に
し
、
反
対
を
押
し
切
っ
て
で
も
一
律
の
給

与
体
系
を
改
め
て
い
く
よ
う
な
こ
と
が
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

カ
ー
テ
ィ
ス
　日
本
の
技
能
実
習
制
度
は
、

外
国
で
は
評
判
が
悪
い
。
要
す
る
に
、
こ
の

制
度
は
外
国
人
に
技
術
を
教
え
る
の
で
は
な

く
て
、
日
本
が
必
要
な
労
働
者
を
安
く
雇
っ

て
搾
取
し
て
帰
す
と
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
建
前
は
技
能
実

習
制
だ
け
れ
ど
も
、
本
音
は
日
本
の
労
働
者

不
足
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ

の
建
前
を
捨
て
て
、
政
治
家
が
勇
気
を
持
っ

て
、
移
民
法
を
作
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

塩
崎
　外
国
人
労
働
者
の
問
題
で
１
点
だ
け

付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
例
え
ば
E
P
A

（
経
済
連
携
協
定
）で
看
護
師
や
介
護
士
を
入

れ
る
と
き
も
そ
う
で
す
が
、
日
本
人
と
同
じ

給
料
を
払
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
技
能
実
習
で

も
最
低
賃
金
を
払
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え

ば
香
港
の
フィ
リ
ピ
ン
人
メ
イ
ド
さ
ん
た
ち
は

た
ぶ
ん
最
低
賃
金
以
下
と
い
う
か
外
国
人
給

与
で
働
い
て
い
る
。
日
本
の
今
の
制
度
が
良
い

と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人

道
面
で
は
最
低
賃
金
を
払
っ
て
い
る
事
実
は

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

竹
中
　労
働
市
場
の
話
で
言
え
ば
、
雇
わ
れ

る
側
の
人
間
の
ほ
う
が
雇
う
人
間
よ
り
も
立

場
が
弱
い
こ
と
は
事
実
で
す
。
だ
か
ら
労
働

者
に
は
団
結
権
と
ス
ト
権
も
認
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
弱
い
立
場
と
い

う
の
が
日
本
で
は
極
め
て
歪
ん
だ
形
に
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
技
能
実
習
で
、
あ
る
国
か
ら

来
た
人
が
造
船
業
で
技
術
を
技
能
実
習
し
て

も
、
自
分
の
国
に
造
船
業
は
な
い
と
い
う
よ
う

な
笑
い
話
が
あ
る
わ
け
で
す
。

働
き
方
改
革
に 

期
待
す
る
こ
と

竹
中

　キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
は
転
職
が
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
大
企
業

で
も
社
員
に
兼
職
を
認
め
る
こ
と
が
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
A
I

の
あ
る
専
門
家
は
、
午
前
中
A
社
で
働
い
て
、

午
後
は
B
社
で
働
い
て
、
夜
は
C
大
学
で
教

え
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
の
な
か
か
ら
実
は

次
の
ジ
ョ
ブ
オ
ポ
チ
ュニ
テ
ィ
を
見
つ
け
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
広
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。

最
後
に
今
後
の
日
本
の
働
き
方
に
つ
い
て
何

を
期
待
す
る
か
、
締
め
の
言
葉
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

塩
崎
　働
き
方
改
革
や
派
遣
法
改
正
で
つ
く

づ
く
思
う
の
は
、
旧
態
依
然
た
る
日
本
の
制

度
の
弊
害
が
大
き
い
こ
と
で
す
。
兼
業
や
副

業
の
問
題
に
し
て
も
、
役
所
は
な
か
な
か
動

こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
３
つ
の
仕
事

を
持
っ
て
い
た
ら
健
康
保
険
は
ど
こ
が
持
つ
の

か
と
い
う
よ
う
な
議
論
に
な
る
。
確
か
に
、
失

業
保
険
は
均
等
割
で
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
制
度
上
整
理
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
現
在
の
労
働

政
策
は
組
合
を
代
表
す
る
連
合
と
使
用
者
側

の
経
団
連
に
中
立
委
員
が
加
わ
る
構
成
で
、

前
二
者
に
聞
い
て
物
事
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
た
ち
が
自
分

の
人
生
を
自
分
で
構
築
で
き
る
よ
う
に
、
制

度
を
大
胆
に
直
す
た
め
に
政
策
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
も
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
必
要
で
す
。

カ
ー
ティ
ス
　今
アメ
リ
カ
も
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本

は
例
外
的
に
ま
だ
強
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し
た
最
大
の
理
由
は
、

アメ
リ
カ
の
雇
用
制
度
が一
般
の
労
働
者
が
損

を
す
る
よ
う
な
制
度
だ
と
い
う
意
識
が
アメ
リ

カ
人
に
広
く
あ
る
こ
と
で
す
。
テ
クノ
ロ
ジ
ー

の
発
展
と
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
で
、
工
場
で
働
い
て
い
た
人
た
ち

が
仕
事
を
失
っ
て
、
工
場
そ
の
も
の
が
他
の

国
に
移
転
し
て
、
そ
れ
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
危
機
的

な
状
況
だ
と
思
っ
て
お
り
、
日
本
が
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
働
き
方
改

革
は
必
要
で
、
改
革
を
行
な
い
な
が
ら一
般
の

国
民
・
労
働
者
が
損
を
し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
る
、
そ

の
よ
う
な
議
論
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
私
は
日
本
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
来
て
、

１
年
の
半
分
近
く
日
本
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

外
か
ら
日
本
を
見
る
と
、
日
本
は
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。今
日
の
議
論
に
し
て
も
、

お
そ
ら
く
５
年
前
だ
っ
た
ら
あ
り
得
な
か
っ
た

こ
と
で
、
ト
レ
ン
ド
と
し
て
は
良
い
方
向
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ど
う
加

速
さ
せ
、
問
題
点
を
ど
う
解
決
す
る
か
、
そ

う
い
う
具
体
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
2
0
2
0

年
代
の
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。

竹
中
　カ
ー
テ
ィ
ス
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う

に
、
確
か
に
日
本
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
も
っ
と
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実

は
昨
日
、
来
日
さ
れ
た
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
シ
ュ
ワ
ブ
理
事
長
に
お
会
い
し
た
の
で
す

が
、「
2
0
1
8
年
は
今
ま
で
で
最
も
変
化

の
早
い
年
に
な
る
。
し
か
し
10
年
後
に
振
り

返
る
と
、
過
去
10
年
間
で
最
も
変
化
の
遅
い

年
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
時
代
に
設
立
さ
れ
た
パ
ソ
ナ
総
研
で
す

か
ら
、
世
の
中
を
変
え
て
い
く
た
め
に
、
そ
し

て
個
人
個
人
が
豊
か
な
生
活
を
楽
し
み
な
が

ら
仕
事
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
、
南
部
代
表
が
言
う
よ
う
に「
シ
ン

ク
タ
ン
ク
」で
は
な
く「
ド
ゥ
タ
ン
ク
」「
ア
ク
テ
ィ

ブ
タ
ン
ク
」と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　塩
崎
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
働
き

方
改
革
が
話
題
に
な
っ
た
１
つ
の
背
景
は
、

安
倍
内
閣
で
成
長
戦
略
を
議
論
し
始
め
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
日
本
経
済
の
成
長
率

は
低
い
の
か
と
い
え
ば
、
日
本
の
企
業
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
比
率
は
ア
メ
リ
カ
の
半
分
で
あ

り
、
日
本
の
企
業
閉
鎖
比
率
も
ア
メ
リ
カ
の

半
分
、
つ
ま
り
日
本
は
新
陳
代
謝
が
低
い
か

ら
で
す
。
そ
の
要
因
は
た
ぶ
ん
２
つ
あ
っ
て
、

１
つ
は
経
営
者
を
適
切
に
変
え
て
い
く
た
め

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
弱
い
こ
と
と
、

も
う
１
つ
は
労
働
市
場
が
硬
直
的
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
働
き

方
改
革
の
議
論
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
問
題

と
か
、
長
時
間
労
働
の
弊
害
、
正
規
・
非
正

規
の
格
差
な
ど
の
問
題
が
絡
ま
っ
て
、
今
の
よ

う
な
議
論
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

カ
ー
テ
ィ
ス

　塩
崎
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い

こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
働
き
方

改
革
の
法
案
に
は
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て

の
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
で
す
。
日
本
は
高

齢
・
少
子
の
時
代
に

入
り
、
2
0
6
0
年

に
は
日
本
の
人
口
は

9
0
0
0
万
人
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
る
な
か

で
、
日
本
は
外
国
人
労

働
者
を
入
れ
ざ
る
を
得

な
い
と
思
い
ま
す
。
日

本
の
労
働
市
場
は
外
国

人
を
必
要
と
し
て
い
る

か
ら
入
っ
て
き
て
い
る
の

に
、
き
ち
ん
と
し
た
制

度
に
な
っ
て
い
な
い
。
き

ち
ん
と
し
た
ゲ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
制
度
を
作
れ

ば
、
日
本
は
他
の
国
よ
り
も
外
国
人
を
う
ま

く
活
用
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

塩
崎

　正
直
な
と
こ
ろ
、
去
年
の
骨
太
方
針

を
決
め
る
と
き
に
私
は
、
も
う
少
し
踏
み
込

ん
だ
こ
と
を
外
国
人
の
労
働
者
に
つ
い
て
は

書
く
べ
き
だ
と
発
言
し
ま
し
た
が
、
採
用
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　今
回
の
働
き
方
改
革
で
も
外
国
人
の
こ
と

に
つ
い
て
、
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
こ
と
は
書

い
て
い
ま
せ
ん
。
技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て
、

有
能
な
人
に
つ
い
て
は
技
能
実
習
期
間
を
５

年
、
更
に
5
年
間
延
長
と
の
記
事
が
出
て
い

ま
す
が
、
問
題
は
、
後
半
の
５
年
以
降
も
家

族
を
連
れ
て
こ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で

す
。
し
た
が
っ
て
移
民
で
は
な
い
と
い
う
整
理

で
す
が
、
そ
れ
は
人
道
的
に
考
え
て
も
お
か
し

い
。カ
ー
テ
ィ
ス
先
生
が
お
っ
し
ゃっ
た
よ
う
に
、

外
国
人
労
働
者
を
正
々
堂
々
と
制
度
化
し
、

そ
し
て
、
高
度
な
人
材
を
も
っ
と
呼
ぶ
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
国
立
大
学
は
公
務

員
制
度
と
同
様
、
ま
っ
た
く
同
じ
ラ
ン
ク
で
同

じ
給
料
で
み
ん
な
上
が
っ
て
い
く
の
で
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
級
の
優
秀
な
日
本
人
学
者
や
研
究
者
は

待
遇
の
良
い
外
国
で
研
究
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
、
海
外
か
ら
高
度
人
材
を
呼
ぶ
な
ど

で
き
ま
せ
ん
。

　要
す
る
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
給
与
体
系
を

ど
う
変
え
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
た
ど
り
着

く
の
で
あ
っ
て
、
一
人
一
人
の
労
働
を
き
ち
ん

と
評
価
し
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
給
与
を
支
払

え
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
評

価
が
極
め
て
い
い
加
減
だ
っ
た
か
ら
、
何
と
な

く
会
社
で
定
年
ま
で
ず
る
ず
る
と
働
く
人
が

出
て
い
る
。
い
ま
、
公
務
員
と
地
方
公
務
員

の
定
年
を
65
歳
に
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、

公
務
員
の
定
年
延
長
は
民
間
の
労
働
慣
行
に

も
影
響
を
与
え
る
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た
能

力
評
価
も
し
な
い
う
ち
に
、
と
り
あ
え
ず
定

年
延
長
を
す
る
と
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
若
者

に
行
っ
て
、
若
い
人
の
働
く
意
欲
を
そ
い
で
し

ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

外
国
人
労
働
者
問
題
と 

移
民
法

竹
中

　と
こ
ろ
で
、
教
育
や
労
働
の
問
題
は

自
ら
が
当
事
者
で
あ
る
た
め
に
何
と
な
く
わ

か
っ
た
気
に
な
っ
て
い
て
、
自
ら
の
経
験
だ
け

で
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
か
な
い
判
断
を
す
る

と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
労
働

の
仕
組
み
は
き
わ
め
て
複
雑
で
、
例
え
ば
、

労
働
契
約
法
に
加
え
、
労
働
者
派
遣
法
の
関

係
で
無
期
雇
用
に
転
換
し
な
く
て
は
い
け
な

い
年
限
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
の
ほ
う
が
多
い
。

そ
し
て
、
残
念
な
こ
と
で
す
が
、一
部
の
メ
ディ

ア
が
情
緒
的
な
議
論
を
す
る
た
め
に
議
論
が

さ
ら
に
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

　そ
こ
で
議
論
を
整
理
す
る
と
、
私
は
働
き

方
改
革
を
含
む
労
働
問
題
に
つ
い
て
ブ
レ
イ
ク

ス
ル
ー
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課

題
が
２
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一つ
は
、
同
一
労

働
同
一
賃
金
で
、
こ
れ
は
ま
ず
公
務
員
が
や
れ

ば
い
い
。
塩
崎
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

公
務
員
の
雇
用
体
系
は
民
間
に
影
響
を
与
え

る
の
で
、
霞
が
関
を「
同
一
労
働
同
一
賃
金
特

区
」
に
す
る
よ
う
な
や
り
方
が
ト
リ
ガ
ー
の
一

つ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　も
う一つ
は
、
外
国
人
労
働
者
で
、
先
ほ
ど

か
ら
話
に
出
て
い
る
よ
う
に
技
能
実
習
制
度
に

つ
い
て
で
す
。
本
来
、技
能
実
習
は
O
D
A（
政

府
開
発
援
助
）
で
す
。
つ
ま
り
、
実
際
は
日

本
の
労
働
力
不
足
と
し
て
外
国
人
労
働
者
を

使
っ
て
い
る
の
に
技
能
実
習
と
い
う
形
を
と
る

と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
フィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
を
いつ
ま
で
も
続
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
カ
ー
テ
ィ
ス
さ
ん
が
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に
、
最
大
の
問
題
は
日
本
に
移
民
法

あ
る
い
は
外
国
人
労
働
法
と
い
う
法
律
が
な

い
こ
と
で
す
。
ド
イ
ツ
も
韓
国
も
移
民
法
を

作
っ
て
い
て
、
移
民
法
が
あ
る
か
ら
厳
し
い
基

準
で
取
り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
に

は
移
民
法
が
な
い
か
ら
不
法
移
民
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
く
と
い
う
状
況
下
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

塩
崎

　技
能
実
習
が
労
働
力
不
足
を
補
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
技
能
実
習
生
は
約
25
万
人
で
、
仮
に

２
倍
に
増
え
た
と
し
て
も
、
日
本
の
労
働
人

口
の
１
％
足
ら
ず
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
日

本
の
間
口
を
外
国
に
向
け
て
広
げ
て
い
く
べ
き

で
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
大
学
が
学
生
や

研
究
者
・
教
授
陣
を
外
国
に
向
け
て
オ
ー
プ

ン
に
し
、
反
対
を
押
し
切
っ
て
で
も
一
律
の
給

与
体
系
を
改
め
て
い
く
よ
う
な
こ
と
が
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

カ
ー
テ
ィ
ス
　日
本
の
技
能
実
習
制
度
は
、

外
国
で
は
評
判
が
悪
い
。
要
す
る
に
、
こ
の

制
度
は
外
国
人
に
技
術
を
教
え
る
の
で
は
な

く
て
、
日
本
が
必
要
な
労
働
者
を
安
く
雇
っ

て
搾
取
し
て
帰
す
と
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
建
前
は
技
能
実

習
制
だ
け
れ
ど
も
、
本
音
は
日
本
の
労
働
者

不
足
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ

の
建
前
を
捨
て
て
、
政
治
家
が
勇
気
を
持
っ

て
、
移
民
法
を
作
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

塩
崎
　外
国
人
労
働
者
の
問
題
で
１
点
だ
け

付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
例
え
ば
E
P
A

（
経
済
連
携
協
定
）で
看
護
師
や
介
護
士
を
入

れ
る
と
き
も
そ
う
で
す
が
、
日
本
人
と
同
じ

給
料
を
払
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
技
能
実
習
で

も
最
低
賃
金
を
払
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え

ば
香
港
の
フィ
リ
ピ
ン
人
メ
イ
ド
さ
ん
た
ち
は

た
ぶ
ん
最
低
賃
金
以
下
と
い
う
か
外
国
人
給

与
で
働
い
て
い
る
。
日
本
の
今
の
制
度
が
良
い

と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人

道
面
で
は
最
低
賃
金
を
払
っ
て
い
る
事
実
は

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

竹
中

　労
働
市
場
の
話
で
言
え
ば
、
雇
わ
れ

る
側
の
人
間
の
ほ
う
が
雇
う
人
間
よ
り
も
立

場
が
弱
い
こ
と
は
事
実
で
す
。
だ
か
ら
労
働

者
に
は
団
結
権
と
ス
ト
権
も
認
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
弱
い
立
場
と
い

う
の
が
日
本
で
は
極
め
て
歪
ん
だ
形
に
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
技
能
実
習
で
、
あ
る
国
か
ら

来
た
人
が
造
船
業
で
技
術
を
技
能
実
習
し
て

も
、
自
分
の
国
に
造
船
業
は
な
い
と
い
う
よ
う

な
笑
い
話
が
あ
る
わ
け
で
す
。

働
き
方
改
革
に 

期
待
す
る
こ
と

竹
中
　キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
は
転
職
が
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
大
企
業

で
も
社
員
に
兼
職
を
認
め
る
こ
と
が
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
A
I

の
あ
る
専
門
家
は
、
午
前
中
A
社
で
働
い
て
、

午
後
は
B
社
で
働
い
て
、
夜
は
C
大
学
で
教

え
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
の
な
か
か
ら
実
は

次
の
ジ
ョ
ブ
オ
ポ
チ
ュニ
テ
ィ
を
見
つ
け
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
広
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。

最
後
に
今
後
の
日
本
の
働
き
方
に
つ
い
て
何

を
期
待
す
る
か
、
締
め
の
言
葉
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

塩
崎
　働
き
方
改
革
や
派
遣
法
改
正
で
つ
く

づ
く
思
う
の
は
、
旧
態
依
然
た
る
日
本
の
制

度
の
弊
害
が
大
き
い
こ
と
で
す
。
兼
業
や
副

業
の
問
題
に
し
て
も
、
役
所
は
な
か
な
か
動

こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
３
つ
の
仕
事

を
持
っ
て
い
た
ら
健
康
保
険
は
ど
こ
が
持
つ
の

か
と
い
う
よ
う
な
議
論
に
な
る
。
確
か
に
、
失

業
保
険
は
均
等
割
で
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
制
度
上
整
理
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
現
在
の
労
働

政
策
は
組
合
を
代
表
す
る
連
合
と
使
用
者
側

の
経
団
連
に
中
立
委
員
が
加
わ
る
構
成
で
、

前
二
者
に
聞
い
て
物
事
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
た
ち
が
自
分

の
人
生
を
自
分
で
構
築
で
き
る
よ
う
に
、
制

度
を
大
胆
に
直
す
た
め
に
政
策
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
も
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
必
要
で
す
。

カ
ー
ティ
ス

　今
アメ
リ
カ
も
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本

は
例
外
的
に
ま
だ
強
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し
た
最
大
の
理
由
は
、

アメ
リ
カ
の
雇
用
制
度
が一
般
の
労
働
者
が
損

を
す
る
よ
う
な
制
度
だ
と
い
う
意
識
が
アメ
リ

カ
人
に
広
く
あ
る
こ
と
で
す
。
テ
クノ
ロ
ジ
ー

の
発
展
と
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
で
、
工
場
で
働
い
て
い
た
人
た
ち

が
仕
事
を
失
っ
て
、
工
場
そ
の
も
の
が
他
の

国
に
移
転
し
て
、
そ
れ
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
危
機
的

な
状
況
だ
と
思
っ
て
お
り
、
日
本
が
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
働
き
方
改

革
は
必
要
で
、
改
革
を
行
な
い
な
が
ら一
般
の

国
民
・
労
働
者
が
損
を
し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
る
、
そ

の
よ
う
な
議
論
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
私
は
日
本
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
来
て
、

１
年
の
半
分
近
く
日
本
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

外
か
ら
日
本
を
見
る
と
、
日
本
は
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。今
日
の
議
論
に
し
て
も
、

お
そ
ら
く
５
年
前
だ
っ
た
ら
あ
り
得
な
か
っ
た

こ
と
で
、
ト
レ
ン
ド
と
し
て
は
良
い
方
向
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ど
う
加

速
さ
せ
、
問
題
点
を
ど
う
解
決
す
る
か
、
そ

う
い
う
具
体
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
2
0
2
0

年
代
の
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。

竹
中
　カ
ー
テ
ィ
ス
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う

に
、
確
か
に
日
本
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
も
っ
と
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実

は
昨
日
、
来
日
さ
れ
た
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
シ
ュ
ワ
ブ
理
事
長
に
お
会
い
し
た
の
で
す

が
、「
2
0
1
8
年
は
今
ま
で
で
最
も
変
化

の
早
い
年
に
な
る
。
し
か
し
10
年
後
に
振
り

返
る
と
、
過
去
10
年
間
で
最
も
変
化
の
遅
い

年
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
時
代
に
設
立
さ
れ
た
パ
ソ
ナ
総
研
で
す

か
ら
、
世
の
中
を
変
え
て
い
く
た
め
に
、
そ
し

て
個
人
個
人
が
豊
か
な
生
活
を
楽
し
み
な
が

ら
仕
事
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
、
南
部
代
表
が
言
う
よ
う
に「
シ
ン

ク
タ
ン
ク
」で
は
な
く「
ド
ゥ
タ
ン
ク
」「
ア
ク
テ
ィ

ブ
タ
ン
ク
」と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

The Forum これからの働き方改革
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モ
デ
ル
就
業
規
則
に
副
業
を
認
め
る
も
の
を

用
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、企
業
が
イ
ノ
ベー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
す
た
め
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む

社
内
外
の
人
材
を
結
集
す
る
プ
ロ
ジェ
ク
ト
型

の
チ
ー
ム
を
形
成
す
る
こ
と
も
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　一方
で
、
現
在
の
法
律
は
雇
用
主
に
労
働

時
間
の
管
理
を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
て
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
新
し
い
働
き
方
が
進
む

中
で
、
そ
う
し
た
管
理
の
責
任
を
企
業
に
負

わ
せ
る
の
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
厚
労
省
内

の
議
論
で
も
こ
の
問
題
は
未
だ
具
体
的
な
検

討
が
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

　こ
う
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
型
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
型
の
働
き
方
を
求
め
る
人
々
に
対
し
、

今
回
の
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
よ
う
な
新
た
な
労
働

時
間
管
理
の
仕
組
み
を
、
働
く
方
が
求
め
れ

ば
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
を

原
則
行
わ
な
い
と
の
方
針
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
現
実
に
は
、
資
格
外
活
動
を
利
用
し

て
社
会
保
険
の
適
用
範
囲
と
な
る
ほ
ど
時
間

（
週
28
時
間
）
働
け
る
外
国
人
留
学
生
や
本

来
は
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
と
し
て
ス
キ
ル
を

学
ば
せ
る
制
度
で
あ
る
外
国
人
技
能
実
習
生

が
労
働
力
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
の
結
果
、
就
労
目
的
の
留
学
生
の
問
題

や
国
際
機
関
か
ら
人
権
上
の
批
判
を
受
け
る

よ
う
な
実
習
生
の
労
働
環
境
の
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
更
に
、
日
本
の
大
学
等
を
卒
業

は
じ
め
に

○
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
大
企
業
を
中
心
に

確
立
さ
れ
た
新
卒
一
括
採
用
、
終
身
雇
用
、

年
功
序
列
な
ど
を
特
徴
と
す
る
我
が
国
の
雇

用
慣
行
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
で
、

製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
産
業
、
知
的
高
付
加

価
値
産
業
へ
の
産
業
構
造
の
変
化
、
少
子
高

齢
化
と
労
働
人
口
減
少
に
伴
う
社
会
構
造
の

変
化
に
よ
り
、
既
に
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
働
く
側
の
個
人
に
お
い
て
も
、
子
供
を
持

つ
女
性
や
定
年
後
の
高
齢
者
の
労
働
参
加
が

増
え
、
個
々
人
の
抱
え
る
事
情
や
価
値
観
に

1
P O L I C Y  A D V I C E

パソナ総合研究所

提 言

第 回

応
じ
、
よ
り
多
様
か
つ
柔
軟
な
働
き
方
を
求

め
る
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
一
方
で
す
。
更
に
、
労

働
人
口
の
減
少
を
踏
ま
え
、
留
学
生
を
は
じ

め
様
々
な
制
限
の
下
で
就
業
し
て
い
る
外
国

人
労
働
者
の
活
用
は
も
は
や
避
け
て
通
れ
な

い
課
題
で
す
。

○
パ
ソ
ナ
総
合
研
究
所
で
は
、
塩
崎
前
厚
労

大
臣
や
カ
ー
テ
ィ
ス
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
名
誉
教

授
が
参
加
し
て
開
催
し
た
４
月
の
パ
ネ
ル
ディ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
皮
切
り
に
、
八
代
昭
和
女
子

大
特
任
教
授
や
柳
川
東
大
教
授
を
講
師
と
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の

働
き
方
に
関
す
る
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た

（
注
）。

○
今
回
の
国
会
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推
進

法
の
成
立
を
第
一
歩
と
し
、
我
が
国
が
更
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
働
き

方
の
課
題
に
つ
い
て
提
言
を
ま
と
め
、
世
に
問

う
こ
と
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
と 

共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
必
要
性

○
今
回
の
法
改
正
で
導
入
さ
れ
る
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
制
度
は
、
労
働
契
約
法
を
改
正

し
有
期
契
約
労
働
者
と
無
期
契
約
労
働
者
と

の
間
の
均
等
・
均
衡
待
遇
を
図
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
2
0
1
6
年
10
月
に
始
ま
っ
た
短

時
間
労
働
者
へ
の
社
会
保
険（
厚
生
年
金
保

険
、
健
康
保
険
）の
対
象
拡
大
に
続
き
、
様
々

な
形
で
働
く
人
々
に
共
通
の
基
盤
を
与
え
る

大
き
な
一
歩
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
同
一
労

働
同
一
賃
金
は
雇
用
形
態
の
違
い
だ
け
で
な

く
、
性
別
・
年
齢
・
国
籍
を
超
え
て
働
く
者

す
べ
て
に
あ
ま
ね
く
適
用
さ
れ
る
の
が
本
来
の

姿
で
す
。

○
し
か
し
な
が
ら
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
適

切
に
運
用
し
て
い
く
に
は
、
①
個
々
の
社
員
の

職
務
内
容（Job description

）を
明
確
化
し
、

②
そ
の
職
務
内
容
に
照
ら
し
た
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
ベー
ス
に
個
々
の
社
員
の
業
績
を
評
価
す

る
、
と
い
う
人
事
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。

　従
来
の
終
身
雇
用
・
年
功
序
列
を
前
提
に

会
社
の
要
請
に
応
じ
あ
ら
ゆ
る
業
務
へ
の
配

置
転
換
が
求
め
ら
れ
る
正
社
員
制
度
を
そ
の

ま
ま
残
し
た
ま
ま
で
は
、
有
期
・
無
期
社
員

間
の
均
等
・
均
衡
を
求
め
る
今
回
の
改
正
に

対
応
す
る
た
め
、
同
じ
会
社
内
に
様
々
な
種

類
の
無
期
社
員
制
度
を
乱
立
さ
せ
新
た
な
矛

盾
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

○
旧
来
の
雇
用
慣
行
を
残
す
人
事
制
度
の
下

で
は
、
正
社
員
が
定
年
後
再
雇
用
さ
れ
た
場

合
の
処
遇
低
下
に
よ
る
モ
チ
ベー
シ
ョ
ン
低
下
、

出
産
・
育
児
等
に
よ
る
休
業
後
復
帰
す
る
女

性
等
の
モ
チ
ベー
シ
ョ
ン
低
下
や
優
秀
な
外
国

人
人
材
の
獲
得
が
難
し
い
な
ど
の
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
独
立
や
副
業

の
形
で
業
務
を
請
け
負
う
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
働

く
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
方
々

へ
の
報
酬
は
本
来
社
内
の
人
材
と
の
均
衡
が

図
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　こ
の
よ
う
に
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
就

業
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
働
く
者
が
同

じ
条
件
の
下
で
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

発
揮
で
き
る
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な

る
人
事
制
度
を
作
り
出
す
こ
と
が
本
来
の
働

き
方
改
革
の
目
的
と
我
々
は
考
え
ま
す
。

○
一
方
で
、
新
卒
一
括
採
用
を
行
い
主
に
社
内

で
の
教
育
訓
練
に
よ
り
人
材
を
育
成
す
る
現

行
シ
ス
テ
ム
は
、
実
務
経
験
が
な
く
ス
キ
ル
に

乏
し
い
若
者
へ
の
就
職
機
会
を
提
供
し
て
お

り
、
若
年
失
業
率
は
諸
外
国
に
比
べ
相
当
低

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
景
気
の
変
動
に
伴
い

卒
業
年
度
に
よ
り
新
卒
採
用
の
状
況
が
大
き

く
変
わ
っ
て
し
ま
う
不
公
平
の
問
題
は
あ
り

ま
す
が
、
ス
キ
ル
の
乏
し
い
若
者
を
採
用
後
に

育
て
て
い
く
と
い
う
我
が
国
の
慣
行
は
評
価
す

る
点
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

○
こ
う
し
た
長
所
を
残
し
つ
つ
、
働
く
者
が 

一
定
の
ス
キ
ル
を
得
た
段
階
以
降
は
、
す
べ
て

の
者
が
同
じ
土
俵
の
上
で
競
争
し
評
価
さ
れ

る
人
事
制
度（
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
を

築
く
こ
と
が
必
要
と
我
々
は
考
え
ま
す
。

　そ
の
場
合
、
現
在
の
年
功
序
列
を
基
本
と

し
50
歳
前
後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
正
社
員
の

賃
金
体
系
を
見
直
し
、
柳
川
教
授
が
提
唱
す

る
よ
う
に
40
歳
前
後
で一
旦
個
々
人
の
ス
キ
ル

を
棚
卸
し
た
上
必
要
に
応
じ
ス
キ
ル
チ
ェ
ン
ジ

の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
行
い
、
そ
れ
以

降
は
外
部
人
材
と
の
比
較
も
含
め
評
価
に
応

じ
て
個
々
に
報
酬
等
が
決
ま
っ
て
い
く
よ
う
な

賃
金
体
系
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
こ

れ
が
実
現
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
定
年
と
い
う

制
度
自
体
が
米
国
の
よ
う
に
不
要
と
な
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
こ
う
し
た
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
築
き
、

働
く
者
の
待
遇
に
関
し
、
有
期
・
無
期
や
雇

用
・
業
務
委
託
な
ど
の
境
目
を
な
く
し
て
い

く
に
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
現
在
の
規
制
に

残
る
各
種
の‘

曖
昧
さ’

を
排
除
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
労
働
法
制
等
に 

お
け
る‘

曖
昧
さ’

の
排
除

　

　現
在
の
労
働
に
関
す
る
法
律
は
、
そ
の
解

釈
を
個
別
事
案
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断
に

委
ね
て
お
り
、
法
令
上
明
ら
か
で
な
い‘
曖
昧

さ’

が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
判
例
は
、
従
来
の
日
本
型
の
雇
用
慣
行
が

一
般
的
だ
っ
た
過
去
の
時
代
に
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
上
に
述
べ
た
よ
う
な
す
べ
て
の
働
く

者
へ
の
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
築
く
に
は
、

以
下
に
示
す
よ
う
な‘

曖
昧
さ’

を
除
い
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
人
事
制
度

を
採
用
す
れ
ば
、
各
人
の
評
価
結
果
に
応
じ

て
報
酬
等
が
低
下
す
る
場
合
も
生
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
労
働
条
件（
就
業
規
則
）の
変
更

を
行
う
に
は
、
法
律
上
そ
の
変
更
が「
合
理

的
で
あ
る
こ
と（
労
働
者
の
受
け
る
不
利
益
の

程
度
、
労
働
条
件
の
変
更
の
必
要
性
、
変
更

後
の
就
業
規
則
の
内
容
の
相
当
性
、
労
働
組

合
等
と
の
交
渉
の
状
況
そ
の
他
の
就
業
規
則

の
変
更
に
か
か
る
事
情
に
照
ら
す
）」
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
個
別
の
合
理
性
の
判
断
は
最

終
的
に
は
裁
判
所
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
企
業
が
改
革
を
行
お
う

と
し
て
も
、
不
利
益
変
更
と
み
な
さ
れ
る
リ

ス
ク
か
ら
身
動
き
が
と
り
に
く
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　無
期
雇
用
に
つ
い
て
は
、
有
期
雇
用
と
違

い
定
年
ま
で
契
約
期
間
が
な
い
た
め
、
法
律

上
解
雇
は
、「
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を

欠
き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
な
い
場
合
は
、（
中
略
）
無
効
と
な
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　何
が
こ
の
要
件
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
は
、

①
人
員
削
減
を
行
う
経
営
上
の
必
要
性
、
②

使
用
者
に
よ
る
十
分
な
解
雇
回
避
努
力
、
③

被
解
雇
者
の
選
定
基
準
お
よ
び
そ
の
適
用
の

合
理
性
、
④
被
雇
用
者
や
労
働
組
合
と
の
間

の
十
分
な
協
議
等
の
適
正
な
手
続
き
、
と
い

う
四
要
件
か
ら
判
断
さ
れ
、
特
に
①
②
に
つ

い
て
の
判
断
は
過
去
の
判
例
で
も
相
当
幅
が

あ
り
、
具
体
的
な
基
準
は
極
め
て
曖
昧
で
す
。

　こ
の
曖
昧
さ
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
金
銭

補
償
に
よ
る
解
雇
に
関
す
る
議
論
も
停
滞
さ

せ
る
一
因
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
に
よ
る
有
期

契
約
労
働
者
へ
の
依
存
を
高
ま
ら
せ
る
理
由

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　自
分
の
ス
キ
ル
を
社
外
で
試
し
た
り
、
家

庭
等
の
事
情
で
よ
り
柔
軟
な
働
き
方
を
望
む

人
々
に
対
す
る
活
躍
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、

副
業
を
認
め
る
企
業
が
増
加
し
、
厚
労
省
も

諸
規
制
の

　
　
　
　   

を
排
除
し
て

全
て
の
働
く
者
へ
の

共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

‘

曖
昧
さ’

（
注
）ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
講
師
に
よ
る
講
演
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

パ
ソ
ナ
総
研
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
、サ
ー
ベ
イ
ペ
ー
パ
ー
と
し
て

別
途
公
表
致
し
ま
す
。

労
働
条
件
の

変
更
を
め
ぐ
る

’曖
昧
さ
‘

P O I N T

1

労
働
時
間 

管
理
等
を
め
ぐ
る

’曖
昧
さ
‘

P O I N T

3
無
期
雇
用
の 

解
雇
を
め
ぐ
る

’曖
昧
さ
‘

P O I N T

2

外
国
人
労
働
者
の 

受
入
れ
を
め
ぐ
る

’曖
昧
さ
‘

P O I N T

4

働 き 方 改 革

Beyond
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モ
デ
ル
就
業
規
則
に
副
業
を
認
め
る
も
の
を

用
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、企
業
が
イ
ノ
ベー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
す
た
め
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む

社
内
外
の
人
材
を
結
集
す
る
プ
ロ
ジェ
ク
ト
型

の
チ
ー
ム
を
形
成
す
る
こ
と
も
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　一方
で
、
現
在
の
法
律
は
雇
用
主
に
労
働

時
間
の
管
理
を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
て
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
新
し
い
働
き
方
が
進
む

中
で
、
そ
う
し
た
管
理
の
責
任
を
企
業
に
負

わ
せ
る
の
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
厚
労
省
内

の
議
論
で
も
こ
の
問
題
は
未
だ
具
体
的
な
検

討
が
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

　こ
う
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
型
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
型
の
働
き
方
を
求
め
る
人
々
に
対
し
、

今
回
の
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
よ
う
な
新
た
な
労
働

時
間
管
理
の
仕
組
み
を
、
働
く
方
が
求
め
れ

ば
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
を

原
則
行
わ
な
い
と
の
方
針
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
現
実
に
は
、
資
格
外
活
動
を
利
用
し

て
社
会
保
険
の
適
用
範
囲
と
な
る
ほ
ど
時
間

（
週
28
時
間
）
働
け
る
外
国
人
留
学
生
や
本

来
は
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
と
し
て
ス
キ
ル
を

学
ば
せ
る
制
度
で
あ
る
外
国
人
技
能
実
習
生

が
労
働
力
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
の
結
果
、
就
労
目
的
の
留
学
生
の
問
題

や
国
際
機
関
か
ら
人
権
上
の
批
判
を
受
け
る

よ
う
な
実
習
生
の
労
働
環
境
の
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
更
に
、
日
本
の
大
学
等
を
卒
業

は
じ
め
に

○
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
大
企
業
を
中
心
に

確
立
さ
れ
た
新
卒
一
括
採
用
、
終
身
雇
用
、

年
功
序
列
な
ど
を
特
徴
と
す
る
我
が
国
の
雇

用
慣
行
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
で
、

製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
産
業
、
知
的
高
付
加

価
値
産
業
へ
の
産
業
構
造
の
変
化
、
少
子
高

齢
化
と
労
働
人
口
減
少
に
伴
う
社
会
構
造
の

変
化
に
よ
り
、
既
に
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
働
く
側
の
個
人
に
お
い
て
も
、
子
供
を
持

つ
女
性
や
定
年
後
の
高
齢
者
の
労
働
参
加
が

増
え
、
個
々
人
の
抱
え
る
事
情
や
価
値
観
に

1
P O L I C Y  A D V I C E

パソナ総合研究所

提 言

第 回

応
じ
、
よ
り
多
様
か
つ
柔
軟
な
働
き
方
を
求

め
る
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
一
方
で
す
。
更
に
、
労

働
人
口
の
減
少
を
踏
ま
え
、
留
学
生
を
は
じ

め
様
々
な
制
限
の
下
で
就
業
し
て
い
る
外
国

人
労
働
者
の
活
用
は
も
は
や
避
け
て
通
れ
な

い
課
題
で
す
。

○
パ
ソ
ナ
総
合
研
究
所
で
は
、
塩
崎
前
厚
労

大
臣
や
カ
ー
テ
ィ
ス
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
名
誉
教

授
が
参
加
し
て
開
催
し
た
４
月
の
パ
ネ
ル
ディ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
皮
切
り
に
、
八
代
昭
和
女
子

大
特
任
教
授
や
柳
川
東
大
教
授
を
講
師
と
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の

働
き
方
に
関
す
る
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た

（
注
）。

○
今
回
の
国
会
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推
進

法
の
成
立
を
第
一
歩
と
し
、
我
が
国
が
更
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
働
き

方
の
課
題
に
つ
い
て
提
言
を
ま
と
め
、
世
に
問

う
こ
と
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
と 

共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
必
要
性

○
今
回
の
法
改
正
で
導
入
さ
れ
る
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
制
度
は
、
労
働
契
約
法
を
改
正

し
有
期
契
約
労
働
者
と
無
期
契
約
労
働
者
と

の
間
の
均
等
・
均
衡
待
遇
を
図
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
2
0
1
6
年
10
月
に
始
ま
っ
た
短

時
間
労
働
者
へ
の
社
会
保
険（
厚
生
年
金
保

険
、
健
康
保
険
）の
対
象
拡
大
に
続
き
、
様
々

な
形
で
働
く
人
々
に
共
通
の
基
盤
を
与
え
る

大
き
な
一
歩
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
同
一
労

働
同
一
賃
金
は
雇
用
形
態
の
違
い
だ
け
で
な

く
、
性
別
・
年
齢
・
国
籍
を
超
え
て
働
く
者

す
べ
て
に
あ
ま
ね
く
適
用
さ
れ
る
の
が
本
来
の

姿
で
す
。

○
し
か
し
な
が
ら
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
適

切
に
運
用
し
て
い
く
に
は
、
①
個
々
の
社
員
の

職
務
内
容（Job description

）を
明
確
化
し
、

②
そ
の
職
務
内
容
に
照
ら
し
た
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
ベー
ス
に
個
々
の
社
員
の
業
績
を
評
価
す

る
、
と
い
う
人
事
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。

　従
来
の
終
身
雇
用
・
年
功
序
列
を
前
提
に

会
社
の
要
請
に
応
じ
あ
ら
ゆ
る
業
務
へ
の
配

置
転
換
が
求
め
ら
れ
る
正
社
員
制
度
を
そ
の

ま
ま
残
し
た
ま
ま
で
は
、
有
期
・
無
期
社
員

間
の
均
等
・
均
衡
を
求
め
る
今
回
の
改
正
に

対
応
す
る
た
め
、
同
じ
会
社
内
に
様
々
な
種

類
の
無
期
社
員
制
度
を
乱
立
さ
せ
新
た
な
矛

盾
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

○
旧
来
の
雇
用
慣
行
を
残
す
人
事
制
度
の
下

で
は
、
正
社
員
が
定
年
後
再
雇
用
さ
れ
た
場

合
の
処
遇
低
下
に
よ
る
モ
チ
ベー
シ
ョ
ン
低
下
、

出
産
・
育
児
等
に
よ
る
休
業
後
復
帰
す
る
女

性
等
の
モ
チ
ベー
シ
ョ
ン
低
下
や
優
秀
な
外
国

人
人
材
の
獲
得
が
難
し
い
な
ど
の
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
独
立
や
副
業

の
形
で
業
務
を
請
け
負
う
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
働

く
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
方
々

へ
の
報
酬
は
本
来
社
内
の
人
材
と
の
均
衡
が

図
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　こ
の
よ
う
に
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
就

業
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
働
く
者
が
同

じ
条
件
の
下
で
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

発
揮
で
き
る
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な

る
人
事
制
度
を
作
り
出
す
こ
と
が
本
来
の
働

き
方
改
革
の
目
的
と
我
々
は
考
え
ま
す
。

○
一
方
で
、
新
卒
一
括
採
用
を
行
い
主
に
社
内

で
の
教
育
訓
練
に
よ
り
人
材
を
育
成
す
る
現

行
シ
ス
テ
ム
は
、
実
務
経
験
が
な
く
ス
キ
ル
に

乏
し
い
若
者
へ
の
就
職
機
会
を
提
供
し
て
お

り
、
若
年
失
業
率
は
諸
外
国
に
比
べ
相
当
低

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
景
気
の
変
動
に
伴
い

卒
業
年
度
に
よ
り
新
卒
採
用
の
状
況
が
大
き

く
変
わ
っ
て
し
ま
う
不
公
平
の
問
題
は
あ
り

ま
す
が
、
ス
キ
ル
の
乏
し
い
若
者
を
採
用
後
に

育
て
て
い
く
と
い
う
我
が
国
の
慣
行
は
評
価
す

る
点
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

○
こ
う
し
た
長
所
を
残
し
つ
つ
、
働
く
者
が 

一
定
の
ス
キ
ル
を
得
た
段
階
以
降
は
、
す
べ
て

の
者
が
同
じ
土
俵
の
上
で
競
争
し
評
価
さ
れ

る
人
事
制
度（
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
を

築
く
こ
と
が
必
要
と
我
々
は
考
え
ま
す
。

　そ
の
場
合
、
現
在
の
年
功
序
列
を
基
本
と

し
50
歳
前
後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
正
社
員
の

賃
金
体
系
を
見
直
し
、
柳
川
教
授
が
提
唱
す

る
よ
う
に
40
歳
前
後
で一
旦
個
々
人
の
ス
キ
ル

を
棚
卸
し
た
上
必
要
に
応
じ
ス
キ
ル
チ
ェ
ン
ジ

の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
行
い
、
そ
れ
以

降
は
外
部
人
材
と
の
比
較
も
含
め
評
価
に
応

じ
て
個
々
に
報
酬
等
が
決
ま
っ
て
い
く
よ
う
な

賃
金
体
系
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
こ

れ
が
実
現
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
定
年
と
い
う

制
度
自
体
が
米
国
の
よ
う
に
不
要
と
な
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
こ
う
し
た
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
築
き
、

働
く
者
の
待
遇
に
関
し
、
有
期
・
無
期
や
雇

用
・
業
務
委
託
な
ど
の
境
目
を
な
く
し
て
い

く
に
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
現
在
の
規
制
に

残
る
各
種
の‘

曖
昧
さ’

を
排
除
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
労
働
法
制
等
に 

お
け
る‘

曖
昧
さ’

の
排
除

　

　現
在
の
労
働
に
関
す
る
法
律
は
、
そ
の
解

釈
を
個
別
事
案
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断
に

委
ね
て
お
り
、
法
令
上
明
ら
か
で
な
い‘
曖
昧

さ’

が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
判
例
は
、
従
来
の
日
本
型
の
雇
用
慣
行
が

一
般
的
だ
っ
た
過
去
の
時
代
に
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
上
に
述
べ
た
よ
う
な
す
べ
て
の
働
く

者
へ
の
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
築
く
に
は
、

以
下
に
示
す
よ
う
な‘

曖
昧
さ’

を
除
い
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
人
事
制
度

を
採
用
す
れ
ば
、
各
人
の
評
価
結
果
に
応
じ

て
報
酬
等
が
低
下
す
る
場
合
も
生
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
労
働
条
件（
就
業
規
則
）の
変
更

を
行
う
に
は
、
法
律
上
そ
の
変
更
が「
合
理

的
で
あ
る
こ
と（
労
働
者
の
受
け
る
不
利
益
の

程
度
、
労
働
条
件
の
変
更
の
必
要
性
、
変
更

後
の
就
業
規
則
の
内
容
の
相
当
性
、
労
働
組

合
等
と
の
交
渉
の
状
況
そ
の
他
の
就
業
規
則

の
変
更
に
か
か
る
事
情
に
照
ら
す
）」
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
個
別
の
合
理
性
の
判
断
は
最

終
的
に
は
裁
判
所
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
企
業
が
改
革
を
行
お
う

と
し
て
も
、
不
利
益
変
更
と
み
な
さ
れ
る
リ

ス
ク
か
ら
身
動
き
が
と
り
に
く
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　無
期
雇
用
に
つ
い
て
は
、
有
期
雇
用
と
違

い
定
年
ま
で
契
約
期
間
が
な
い
た
め
、
法
律

上
解
雇
は
、「
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を

欠
き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
な
い
場
合
は
、（
中
略
）
無
効
と
な
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　何
が
こ
の
要
件
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
は
、

①
人
員
削
減
を
行
う
経
営
上
の
必
要
性
、
②

使
用
者
に
よ
る
十
分
な
解
雇
回
避
努
力
、
③

被
解
雇
者
の
選
定
基
準
お
よ
び
そ
の
適
用
の

合
理
性
、
④
被
雇
用
者
や
労
働
組
合
と
の
間

の
十
分
な
協
議
等
の
適
正
な
手
続
き
、
と
い

う
四
要
件
か
ら
判
断
さ
れ
、
特
に
①
②
に
つ

い
て
の
判
断
は
過
去
の
判
例
で
も
相
当
幅
が

あ
り
、
具
体
的
な
基
準
は
極
め
て
曖
昧
で
す
。

　こ
の
曖
昧
さ
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
金
銭

補
償
に
よ
る
解
雇
に
関
す
る
議
論
も
停
滞
さ

せ
る
一
因
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
に
よ
る
有
期

契
約
労
働
者
へ
の
依
存
を
高
ま
ら
せ
る
理
由

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　自
分
の
ス
キ
ル
を
社
外
で
試
し
た
り
、
家

庭
等
の
事
情
で
よ
り
柔
軟
な
働
き
方
を
望
む

人
々
に
対
す
る
活
躍
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、

副
業
を
認
め
る
企
業
が
増
加
し
、
厚
労
省
も

諸
規
制
の

　
　
　
　   

を
排
除
し
て

全
て
の
働
く
者
へ
の

共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

‘

曖
昧
さ’

（
注
）ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
講
師
に
よ
る
講
演
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

パ
ソ
ナ
総
研
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
、サ
ー
ベ
イ
ペ
ー
パ
ー
と
し
て

別
途
公
表
致
し
ま
す
。

労
働
条
件
の

変
更
を
め
ぐ
る

’曖
昧
さ
‘

P O I N T

1

労
働
時
間 

管
理
等
を
め
ぐ
る

’曖
昧
さ
‘

P O I N T

3
無
期
雇
用
の 

解
雇
を
め
ぐ
る

’曖
昧
さ
‘

P O I N T

2

外
国
人
労
働
者
の 

受
入
れ
を
め
ぐ
る

’曖
昧
さ
‘

P O I N T

4

働 き 方 改 革

Beyond
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定年制の廃止、外国人人材の活用、
フリーランサー等への適正な報酬 etc

40歳以降は外部人材との比較を
含めた評価に応じた報酬体系を導入

従来型の正社員制度の
抜本的見直し

性別、年齢（若者・中高年）、国籍（外国人）、就業形態（雇用・フリーランサー等）を超えた
働く者全ての共通プラットフォーム（人事・報酬体系）が必要

国家公務員の定年見直しと同時に
新たな人事・報酬体系を導入

働く者のスキルアップのための
助成の大幅拡大

“曖昧さ”を排除するための
明確な指針の策定や必要な法改正

労働時間管理等をめぐる
“曖昧さ”の排除

副業やフリーランス型など自由に働くため

外国人労働者の受入れをめぐる
“曖昧さ”の排除

留学生など外国人材を活用するため

無期雇用の解雇をめぐる
“曖昧さ”の排除

正規・非正規の境目をなくすため

労働条件の変更をめぐる
“曖昧さ”の排除

新たな報酬体系を導入するため

終身雇用、年功序列等の従来の雇用慣行は時代遅れに

同一労働同一賃金を中心とする働き方改革

産業構造の変化 労働人口の減少 女性・高齢者・フリーランサー等
働き方の個別化

共通プラットフォーム構築

政府の取るべき政策

共通プラットフォーム構築の前提として、諸規制の“曖昧さ”の排除

4321

1

1 2 3

2 3

働き方推進法成立は重要な一歩 but 不十分

■ 政策提言 「働き方改革 Beyond」概要図
働 き 方 改 革

Beyond

し
た
留
学
生
の
多
く
が
日
本
国
内
で
の
就
職

を
希
望
し
て
も
半
分
程
度
し
か
残
れ
な
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
は
、
留
学
生
が
希
望
す
る
職
種
の
求

人
が
十
分
な
い
こ
と
に
加
え
、
高
度
人
材
と

し
て
認
め
ら
れ
な
い
新
卒
者
に
は「
技
術
・
人

文
知
識
・
国
際
業
務
」
と
い
う
定
義
が
曖
昧

な
在
留
資
格
し
か
対
象
が
な
く
、
社
員
に

様
々
な
業
務
を
命
じ
る
日
本
企
業
の
場
合
査

証
が
認
め
ら
れ
な
い
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
も
背

景
に
あ
り
ま
す
。

　今
後
外
国
人
を
人
材
と
し
て
活
用
す
る
た

め
に
は
明
確
な
法
制
度
を
新
た
に
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
今
回
の
政
府
の
骨
太
の

方
針
で
は
新
た
な
外
国
人
受
入
れ
制
度
の
導

入
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
必
要
と
す
る
業
種

や
そ
の
受
入
れ
方
針
の
策
定
・
運
用
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
曖
昧
さ
、
不
透

明
さ
を
残
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

政
府
が
と
る
べ
き
措
置

○
今
回
の
法
改
正
で
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

に
つ
い
て
政
府
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
法
的

拘
束
性
を
も
た
せ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
従
来

の
法
律
に
あ
る
よ
う
な
曖
昧
さ
を
排
除
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
働
く
者
に
と
っ
て
の

共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
す
る
よ
う

に
企
業
を
動
か
す
に
は
、
こ
の
よ
う
に
政
府

が
明
確
な
指
針
を
示
し
法
律
上
の
曖
昧
さ
を

排
除
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
こ
れ
に
向
け

て
必
要
が
あ
れ
ば
更
な
る
法
改
正
を
行
う
べ

き
で
す
。

○
今
回
の
法
改
正
で
は
長
時
間
労
働
の
大
幅

な
規
制
強
化
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
上

述
し
た
よ
う
な
新
た
な
枠
組
み
の
中
で
働
く

者
が
活
躍
す
る
に
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
新
た

な
ス
キ
ル
の
習
得
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
労
働
時
間
の
短
縮
を
活
用
し

て
個
々
人
が
そ
う
し
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を

十
分
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
思
い
切
っ
た
財
政
・

税
制
上
の
助
成
措
置
を
導
入
す
る
こ
と
も
必

要
と
考
え
ま
す
。

○
現
在
、
国
お
い
て
は
公
務
員
の
定
年
の
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
に
述
べ
た
よ

う
な
人
事
の
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
新
た

な
賃
金
体
系
を
広
め
る
た
め
に
は
、
公
務
員

自
身
が
そ
の
先
頭
を
切
っ
て
改
革
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に

　我
々
は
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
就
業
形

態
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
働
く
者
が
個
々

の
事
情
に
応
じ
て
い
き
い
き
と
最
大
限
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
創
り
上

げ
る
こ
と
が
夢
で
す
。
そ
れ
が
、
ひ
い
て
は
こ

の
国
が
ど
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
も
対
応

し
て
競
争
力
を
保
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
も
の

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　こ
の
提
言
が
多
く
の
人
に
読
ま
れ
、
我
々

の
思
い
が
伝
わ
り
、
世
の
中
が
動
い
て
い
く
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

パソナ総研では、「社会のあり方改革」に向け、
パソナグループ各社選抜社員の参加によるワークショップを開催しています。

4月13日「第1回PIフォーラム」の議論で提示された課題点を踏まえ、
政策提言の策定に向けた議論をワークショップで行なっています。

ワークショップ開催レポート
W o r k s h o p  R e p o r t

　柳
川
先
生
か
ら
は
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
人
生

1
0
0
年
時
代
、す
な
わ
ち
誰
し
も
セ
カ
ン
ド

キ
ャ
リ
ア
が
あ
る
時
代
に
、会
社
に
こ
だ
わ
る

の
で
は
な
く
新
し
い
働
き
方
を
す
る
必
要
性

に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。外
的
環
境
の 

急
速
な
変
化
に
よ
り
働
き
方
の
変
化
が
生
じ
、

時
間
・
空
間
等
制
約
条
件
の
な
い
縛
ら
れ
な
い

働
き
方
が
実
現
で
き
る
状
況
で
あ
る
旨
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
う
いっ
た
多
様
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た

め
に「
40
歳
定
年
制
」も
含
め
た
多
様
な
雇
用

の
あ
り
方
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
設
計
の

提
言
を
頂
き
ま
し
た
。

　日
本
の
雇
用
慣
例
や
法
制
度
が
時
代
の
変

化
ス
ピ
ー
ド
に
合
っ
て
い
な
い
状
況
を
打
開
し
、

企
業
と
個
人
の
関
係
の
変
化
、一
つ
の
会
社
や 

一
つ
の
国
に
い
る
の
で
な
く
国
を
跨
い
だ
複
業

が
当
た
り
前
と
な
る
社
会
に
つ
い
て
の
提
起

が
あ
り
、そ
の
社
会
の
到
来
に
備
え
、個
人
に 

求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
能
力
開
発
、 

組
織
に
縛
ら
れ
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の 

重
要
性
、ま
た
現
行
の
法
制
度
で
の
課
題
に 

つ
い
て
参
加
者
が
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
　
　
❷

　八
代
先
生
か
ら
は
日
本
の
働
き
方
改
革
に

関
す
る
包
括
的
な
問
題
提
起
を
頂
き
ま
し
た
。

現
在
日
本
が
直
面
し
て
い
る
長
期
的
な
経
済 

停
滞
、人
口
減
少
社
会
を
打
開
す
る
上
で 

日
本
の
労
働
力
向
上
が
重
要
で
あ
る
旨
言
及

が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、そ
の
上
で
、日
本
の
雇
用
状
況
に
関
す 

る
事
実
確
認
と
共
に
、日
本
型
雇
用
慣
例
、特

に
正
社
員
制
度
が
時
代
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
し
て
き

て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。定
年
制
や

男
女
間
格
差
、外
国
人
労
働
者
等
の
問
題
に
つ

い
て
、諸
外
国
と
の
比
較
、労
働
法
制
、判
例
紹

介
を
踏
ま
え
、現
状
整
理
と
こ
れ
か
ら
の
働
き

方
改
革
で
必
要
な
視
点
を
提
供
頂
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
を
交
え

闊
達
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
　
　
❶

【ワークショップ— ❶】
■実施日
　2018年4月23日
■会場
　パソナグループ本社  JOB HUB SQUARE
■参加者
　竹中所長、パソナグループ各社選抜社員
■ゲスト
　昭和女子大学グローバルビジネス学部長・
　特命教授 八代尚宏氏
■テーマ
　「働き方改革の課題」

【ワークショップ— ❷】
■実施日
　2018年6月22日
■会場
　パソナグループ本社  JOB HUB SQUARE
■参加者
　竹中所長、パソナグループ各社選抜社員
■ゲスト
　東京大学大学院経済学研究科
　教授 柳川範之氏
■テーマ
　「今後の働き方と40歳定年制」

0910 Pasona Institute Report Vol.1 Pasona Institute Report 2018



定年制の廃止、外国人人材の活用、
フリーランサー等への適正な報酬 etc

40歳以降は外部人材との比較を
含めた評価に応じた報酬体系を導入

従来型の正社員制度の
抜本的見直し

性別、年齢（若者・中高年）、国籍（外国人）、就業形態（雇用・フリーランサー等）を超えた
働く者全ての共通プラットフォーム（人事・報酬体系）が必要

国家公務員の定年見直しと同時に
新たな人事・報酬体系を導入

働く者のスキルアップのための
助成の大幅拡大

“曖昧さ”を排除するための
明確な指針の策定や必要な法改正

労働時間管理等をめぐる
“曖昧さ”の排除

副業やフリーランス型など自由に働くため

外国人労働者の受入れをめぐる
“曖昧さ”の排除

留学生など外国人材を活用するため

無期雇用の解雇をめぐる
“曖昧さ”の排除

正規・非正規の境目をなくすため

労働条件の変更をめぐる
“曖昧さ”の排除

新たな報酬体系を導入するため

終身雇用、年功序列等の従来の雇用慣行は時代遅れに

同一労働同一賃金を中心とする働き方改革

産業構造の変化 労働人口の減少 女性・高齢者・フリーランサー等
働き方の個別化

共通プラットフォーム構築

政府の取るべき政策

共通プラットフォーム構築の前提として、諸規制の“曖昧さ”の排除

4321

1

1 2 3

2 3

働き方推進法成立は重要な一歩 but 不十分

■ 政策提言 「働き方改革 Beyond」概要図
働 き 方 改 革

Beyond

し
た
留
学
生
の
多
く
が
日
本
国
内
で
の
就
職

を
希
望
し
て
も
半
分
程
度
し
か
残
れ
な
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
は
、
留
学
生
が
希
望
す
る
職
種
の
求

人
が
十
分
な
い
こ
と
に
加
え
、
高
度
人
材
と

し
て
認
め
ら
れ
な
い
新
卒
者
に
は「
技
術
・
人

文
知
識
・
国
際
業
務
」
と
い
う
定
義
が
曖
昧

な
在
留
資
格
し
か
対
象
が
な
く
、
社
員
に

様
々
な
業
務
を
命
じ
る
日
本
企
業
の
場
合
査

証
が
認
め
ら
れ
な
い
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
も
背

景
に
あ
り
ま
す
。

　今
後
外
国
人
を
人
材
と
し
て
活
用
す
る
た

め
に
は
明
確
な
法
制
度
を
新
た
に
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
今
回
の
政
府
の
骨
太
の

方
針
で
は
新
た
な
外
国
人
受
入
れ
制
度
の
導

入
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
必
要
と
す
る
業
種

や
そ
の
受
入
れ
方
針
の
策
定
・
運
用
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
曖
昧
さ
、
不
透

明
さ
を
残
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

政
府
が
と
る
べ
き
措
置

○
今
回
の
法
改
正
で
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

に
つ
い
て
政
府
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
法
的

拘
束
性
を
も
た
せ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
従
来

の
法
律
に
あ
る
よ
う
な
曖
昧
さ
を
排
除
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
働
く
者
に
と
っ
て
の

共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
す
る
よ
う

に
企
業
を
動
か
す
に
は
、
こ
の
よ
う
に
政
府

が
明
確
な
指
針
を
示
し
法
律
上
の
曖
昧
さ
を

排
除
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
こ
れ
に
向
け

て
必
要
が
あ
れ
ば
更
な
る
法
改
正
を
行
う
べ

き
で
す
。

○
今
回
の
法
改
正
で
は
長
時
間
労
働
の
大
幅

な
規
制
強
化
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
上

述
し
た
よ
う
な
新
た
な
枠
組
み
の
中
で
働
く

者
が
活
躍
す
る
に
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
新
た

な
ス
キ
ル
の
習
得
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
労
働
時
間
の
短
縮
を
活
用
し

て
個
々
人
が
そ
う
し
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を

十
分
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
思
い
切
っ
た
財
政
・

税
制
上
の
助
成
措
置
を
導
入
す
る
こ
と
も
必

要
と
考
え
ま
す
。

○
現
在
、
国
お
い
て
は
公
務
員
の
定
年
の
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
に
述
べ
た
よ

う
な
人
事
の
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
新
た

な
賃
金
体
系
を
広
め
る
た
め
に
は
、
公
務
員

自
身
が
そ
の
先
頭
を
切
っ
て
改
革
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に

　我
々
は
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
就
業
形

態
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
働
く
者
が
個
々

の
事
情
に
応
じ
て
い
き
い
き
と
最
大
限
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
創
り
上

げ
る
こ
と
が
夢
で
す
。
そ
れ
が
、
ひ
い
て
は
こ

の
国
が
ど
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
も
対
応

し
て
競
争
力
を
保
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
も
の

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　こ
の
提
言
が
多
く
の
人
に
読
ま
れ
、
我
々

の
思
い
が
伝
わ
り
、
世
の
中
が
動
い
て
い
く
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

パソナ総研では、「社会のあり方改革」に向け、
パソナグループ各社選抜社員の参加によるワークショップを開催しています。

4月13日「第1回PIフォーラム」の議論で提示された課題点を踏まえ、
政策提言の策定に向けた議論をワークショップで行なっています。

ワークショップ開催レポート
W o r k s h o p  R e p o r t

　柳
川
先
生
か
ら
は
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
人
生

1
0
0
年
時
代
、す
な
わ
ち
誰
し
も
セ
カ
ン
ド

キ
ャ
リ
ア
が
あ
る
時
代
に
、会
社
に
こ
だ
わ
る

の
で
は
な
く
新
し
い
働
き
方
を
す
る
必
要
性

に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。外
的
環
境
の 

急
速
な
変
化
に
よ
り
働
き
方
の
変
化
が
生
じ
、

時
間
・
空
間
等
制
約
条
件
の
な
い
縛
ら
れ
な
い

働
き
方
が
実
現
で
き
る
状
況
で
あ
る
旨
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
う
いっ
た
多
様
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た

め
に「
40
歳
定
年
制
」も
含
め
た
多
様
な
雇
用

の
あ
り
方
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
設
計
の

提
言
を
頂
き
ま
し
た
。

　日
本
の
雇
用
慣
例
や
法
制
度
が
時
代
の
変

化
ス
ピ
ー
ド
に
合
っ
て
い
な
い
状
況
を
打
開
し
、

企
業
と
個
人
の
関
係
の
変
化
、一
つ
の
会
社
や 

一
つ
の
国
に
い
る
の
で
な
く
国
を
跨
い
だ
複
業

が
当
た
り
前
と
な
る
社
会
に
つ
い
て
の
提
起

が
あ
り
、そ
の
社
会
の
到
来
に
備
え
、個
人
に 

求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
能
力
開
発
、 

組
織
に
縛
ら
れ
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の 

重
要
性
、ま
た
現
行
の
法
制
度
で
の
課
題
に 

つ
い
て
参
加
者
が
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
　
　
❷

　八
代
先
生
か
ら
は
日
本
の
働
き
方
改
革
に

関
す
る
包
括
的
な
問
題
提
起
を
頂
き
ま
し
た
。

現
在
日
本
が
直
面
し
て
い
る
長
期
的
な
経
済 

停
滞
、人
口
減
少
社
会
を
打
開
す
る
上
で 

日
本
の
労
働
力
向
上
が
重
要
で
あ
る
旨
言
及

が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、そ
の
上
で
、日
本
の
雇
用
状
況
に
関
す 

る
事
実
確
認
と
共
に
、日
本
型
雇
用
慣
例
、特

に
正
社
員
制
度
が
時
代
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
し
て
き

て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。定
年
制
や

男
女
間
格
差
、外
国
人
労
働
者
等
の
問
題
に
つ

い
て
、諸
外
国
と
の
比
較
、労
働
法
制
、判
例
紹

介
を
踏
ま
え
、現
状
整
理
と
こ
れ
か
ら
の
働
き

方
改
革
で
必
要
な
視
点
を
提
供
頂
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
を
交
え

闊
達
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
　
　
❶

【ワークショップ— ❶】
■実施日
　2018年4月23日
■会場
　パソナグループ本社  JOB HUB SQUARE
■参加者
　竹中所長、パソナグループ各社選抜社員
■ゲスト
　昭和女子大学グローバルビジネス学部長・
　特命教授 八代尚宏氏
■テーマ
　「働き方改革の課題」

【ワークショップ— ❷】
■実施日
　2018年6月22日
■会場
　パソナグループ本社  JOB HUB SQUARE
■参加者
　竹中所長、パソナグループ各社選抜社員
■ゲスト
　東京大学大学院経済学研究科
　教授 柳川範之氏
■テーマ
　「今後の働き方と40歳定年制」
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PIフォーラム開催・PIレポート発行予定（2018年度）

日程 カテゴリ タイトル コンテンツ 場所 PIレポート

7月
社会のあり方改革

［観光・地方創生］
第2回

「ツーリズムと地方創生」

PIフォーラム JOB HUB SQUARE1階
TRAVEL HUB MIX 第2号発行

（10月予定）
7月〜9月 フォローアップ JOB HUB SQUARE

10月
社会のあり方改革

［規制緩和・ベンチャー］

第3回
「新たなビジネスを生み出す国・
企業の環境作り」（仮）

PIフォーラム JOB HUB SQUARE1階
TRAVEL HUB MIX 第3号発行

（1月予定）
10月〜12月 フォローアップ JOB HUB SQUARE

1月 社会のあり方改革
［世界経済・日本経済］

第4回
「2019年 日本経済の展望と課題」 PIフォーラム JOB HUB SQUARE1階

TRAVEL HUB MIX
第4号発行

（2月予定）

※内容は変更となる場合がございます。
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働
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方
改
革

こ
れ
か
ら
の

パソナ総合研究所 設立ご挨拶

第1回フォーラム

働き方改革Beyond

PI REPORT
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［パソナ総合研究所］ 社 会のあり方 改 革に向け専 門 家の英 知を結 集

ワークショップ開催レポート

株式会社パソナグループ
〒100-8228  東京都千代田区大手町2-6-2  JOB HUB SQUARE
URL  www.pasonagroup.co.jp/pi/　Mail  pi@pasonagroup.co.jp
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P a s o n a  I n s t i t u t e


